
ケ
イ
ロ
ス
氏
の
入
院
費
を
肩
代
わ
り

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
青
少

年
が
い
る
家
庭
は
そ
の
割
合

が
高
く
、
加
工
食
品
の
利
用

増
は
３
１
％
、
炭
酸
飲
料
や

糖
分
入
り
飲
料
の
消
費
増
は

２
０
％
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド

の
利
用
増
は
１
９
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
ち
ら
は
、
食
習
慣
の
変

化
に
よ
る
食
生
活
の
悪
化
だ

が
、
ユ
ニ
セ
フ
で
は
食
料
確

保
が
困
難
な
た
め
に
起
き
る

悪
化
も
懸
念
し
て
い
る
。

　

６
〜
７
月
に
１
５
１
６
世

帯
を
対
象
に
行
っ
た
電
話
調

査
に
よ
る
と
、
食
料
が
な
く

な
っ
た
が
、
お
金
が
な
く
て

食
料
が
買
え
な
い
事
が
あ
っ

た
と
い
う
家
庭
は
２
１
％
あ

り
、
お
金
が
な
く
て
、
食
事

を
抜
い
た
事
が
あ
る
家
庭
も

６
％
あ
っ
た
。
青
少
年
が
い

る
家
庭
で
は
こ
の
割
合
が

２
７
％
と
８
％
に
達
し
た

が
、
青
少
年
が
い
な
い
家
庭

で
は
１
７
％
と
４
％
だ
っ

た
。

　

リ
オ
市
在
住
の
モ
ニ
カ
・

ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
（
５
０
）

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
一
家
の
弁
護
士
を
務
め
て
い
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ワ
セ
フ

氏
が
、
食
品
大
手
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
か
ら
現
金
を
受
け
取
っ
た
疑
惑
や
自
身
が
か
く
ま
っ

て
い
た
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
の
入
院
費
を
支
払
っ
て
い
た
疑
惑
、
企
業

か
ら
の
不
審
な
入
金
が
発
覚
し
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
２
５
〜
２
７
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
疑
惑
で

パ
ラ
グ
ア
イ
で
逮
捕
さ
れ
、
身

柄
を
拘
留
さ
れ
て
い
た
、
か

つ
て
の
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
、
ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
が

２
５
日
、
兄
で
代
理
人
の
ア

シ
ス
氏
と
共
に
、
自
宅
の
あ

る
リ
オ
に
戻
っ
て
き
た
。
２
人

は
３
月
、
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト

　

ク
ル
ゾ
エ
誌
に
よ
る
と
、

ワ
セ
フ
氏
は
さ
ら
に
、
昨
年

の
１
０
月
４
日
、
連
邦
検
察

庁
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア
ラ
ス

長
官
の
側
近
の
ジ
ョ
ゼ
・
ア

ド
ニ
ス
・
カ
ロ
ウ
・
デ
・
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
・
サ
ー
氏
の
も
と

に
駆
け
付
け
、
Ｊ
Ｂ
Ｓ
関
係

者
が
行
っ
た
報
奨
付
証
言
に

つ
い
て
意
見
を
し
た
と
い
う
。

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
ワ
セ
フ

氏
の
訪
問
を
受
け
入
れ
る
よ

う
、
ア
ラ
ス
長
官
に
依
頼
し

て
お
り
、
同
社
関
係
者
の
報

奨
付
証
言
は
ア
ラ
ス
長
官
の

も
と
に
５
回
も
差
し
戻
さ
れ

た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
２
５
日
、
今
度
は

グ
ロ
ー
ボ
紙
が
、
ケ
イ
ロ
ス
氏

が
１
８
年
１
２
月
に
聖
市
ア

ル
ベ
ル
ト
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
病
院
に
癌
の
治
療
で
入
院

し
た
際
、
ワ
セ
フ
氏
が
担
当

Ｊ
Ｂ
Ｓ
か
ら
９
０
０
万
レ
の
受
取

は
、
チ
ー
ズ
や
果
物
な
ど
を

常
備
し
て
い
た
が
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
後
は
冷
蔵
庫
が
空
に

な
る
事
態
が
起
き
た
。
市
立

校
で
毎
日
、
給
食
を
食
べ
て

い
た
１
０
歳
の
末
っ
子
（
息

子
）
は
、
大
好
き
な
バ
ナ
ナ

も
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

い
う
。

　

夫
は
左
官
助
手
で
収
入
が

不
安
定
な
上
、
自
分
は
失
業

中
と
い
う
シ
セ
ラ
・
ダ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
氏
（
３
０
）
も
、
６

歳
の
息
子
が
お
り
、
食
に
窮

し
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て

は
、
政
府
か
ら
の
緊
急
援
助

青
少
年
が
い
る
家
庭
で
は

５
９
％
に
上
る
。

　

ク
ア
レ
ン
テ
ー
ナ
（
外
出

自
粛
）
の
期
間
中
、
即
席
め

ん
や
ク
リ
ー
ム
入
り
の
ビ
ス

ケ
ッ
ト
、
缶
詰
な
ど
の
加
工

食
品
の
消
費
が
増
え
た
家
庭

は
２
３
％
、
炭
酸
飲
料
や
糖

分
の
多
い
飲
料
の
消
費
が
増

え
た
家
庭
は
１
７
％
、
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
を
利
用
す
る
機

会
が
増
え
た
家
庭
は
１
６
％

あ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
で
経
済
活
動
が
縮

小
し
、
収
入
が
減
少
し
た
事

な
ど
を
反
映
し
、
食
生
活
が

悪
化
し
た
家
庭
が
増
え
て
い

る
と
の
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
た
と
２
６
日
付
伯
字
紙
な

ど
が
報
じ
た
。

　

国
連
児
童
基
金
（
ユ
ニ
セ

フ
）
が
伯
国
世
論
調
査
・
統

計
機
関
（
Ｉ
ｂ
ｏ
ｐ
ｅ
）
を

通
し
て
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
に
伴

う
外
出
自
粛
令
発
令
後
に
食

生
活
が
変
化
し
た
と
い
う

家
庭
は
全
体
の
４
９
％
で
、

財
政
的
な
困
窮
な
ど
が
影
響

モ
ロ
が
出
世
の
事
件
で
敗
北

青
少
年
が
い
る
家
庭
ほ
ど
深
刻

金
が
唯
一
の
頼
り
の
綱
だ
。

　

ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
と
、
子

供
が
い
る
家
庭
の
６
３
％
は

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に
所
得
が

減
っ
て
お
り
、
３
７
％
は
所

得
が
半
分
以
上
減
少
し
た
と

い
う
。
内
２
１
％
は
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
は
職
に
就
き
、

収
入
を
得
て
い
た
が
、時
短
・

減
給
や
一
時
帰
休
で
収
入
が

減
っ
た
。
公
共
交
通
機
関
が

止
ま
っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
て
働
け
な
く
な
っ
た
と

い
う
人
も
い
た
。

　

食
料
配
布
の
恩
恵
を
受
け

た
事
が
あ
る
家
庭
は
、
政
府

か
ら
が
４
％
、
他
の
機
関
か

ら
が
３
％
、
宗
教
団
体
か
ら

が
２
％
、
非
政
府
団
体
か
ら

が
１
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

１
度
も
恩
恵
に
与
っ
て
い
な

い
家
庭
も
９
２
％
あ
っ
た
。

ユ
ニ
セ
フ
で
は
、
福
祉
関
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
も

訴
え
て
い
く
意
向
だ
。　

困窮家庭に食料品を配布する土地なし農民運動の人々
（南大河州にて、MST/RS）

モロ氏 (Antonio Cruz/Agencia Brasil)

連
邦
政
府
契
約
企
業
か
ら
も
金
銭
授
受

最 高 裁

医
の
ブ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
ア
ル

フ
ェ
ル
医
師
に
１
万
２
０
０

レ
ア
ル
を
支
払
っ
て
い
た
疑

惑
を
報
じ
た
。
こ
れ
も
Ｃ
ｏ

ａ
ｆ
が
つ
き
と
め
た
口
座
上

で
の
金
銭
の
動
き
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ワ
セ

フ
氏
は
ケ
イ
ロ
ス
氏
へ
の
経
済

的
援
助
を
否
定
し
て
い
た
。

　

グ
ロ
ー
ボ
紙
は
こ
の
日
、

ワ
セ
フ
氏
が
１
８
年
１
２

月
に
、
連
邦
政
府
と
契
約

を
結
ん
で
い
る
企
業
か
ら

２
３
０
万
レ
ア
ル
の
現
金
を

受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
も
、
Ｃ

ｏ
ａ
ｆ
の
調
べ
で
判
明
し
た

と
報
じ
て
い
る
。
こ
の
企
業

と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
エ
ブ
・

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
社
で
、

同
社
の
経
営
者
は
ワ
セ
フ
氏

の
前
妻
の
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス

チ
ー
ナ
・
ボ
ー
ネ
ル
・
レ
オ

氏
だ
。
同
社
は
ジ
ウ
マ
〜
テ

メ
ル
政
権
の
合
計
４
年
間
で

で
入
国
し
て
逮
捕
さ
れ
た
が
、

保
釈
金
を
払
い
、
４
月
か
ら

自
宅
軟
禁
状
態
に
置
か
れ
て

い
た
。
ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
は
事

件
前
、
器
物
破
損
の
罪
で
パ

ス
ポ
ー
ト
を
没
収
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
件
は
既
に
裁
判
も

行
わ
れ
、
執
行
猶
予
２
年
、

罰
金
２
０
万
ド
ル
の
判
決
が

下
っ
て
い
た
。
刑
務
所
や
軟

禁
先
で
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な

か
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救

い
か
。
選
手
生
活
の
晩
年
以

来
、
お
騒
が
せ
が
続
い
て
い
る

ロ
ナ
ウ
ジ
ー
ニ
ョ
だ
が
、
こ
れ

で
少
し
は
懲
り
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
歌
手

だ
っ
た
フ
ロ
ル
デ
リ
ス
下
議

が
実
子
や
養
子
に
夫
を
殺
害

さ
せ
た
事
件
は
各
方
面
に
強

い
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

下
院
で
は
予
想
通
り
、
同
下

議
罷
免
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
が
、
２
０
０
９
年
に
彼

女
の
半
生
を
描
い
た
映
画
に

出
演
し
た
女
優
の
レ
チ
シ
ア
・

サ
バ
テ
ッ
ラ
は
、「
彼
女
は
羊

の
皮
を
か
ぶ
っ
た
狼
だ
っ
た
」

と
素
顔
を
語
っ
て
い
る
。ま
た
、

彼
女
同
様
に
半
生
が
映
画
化

さ
れ
た
経
験
の
あ
る
風
俗
実

業
家
ブ
ル
ー
ナ
・
ス
ル
フ
ス

チ
ー
ナ
も
、「
中
絶
は
い
け
な

い
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
殺

人
な
ら
い
い
の
？
」
と
皮
肉
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　
こ
の
と
こ
ろ
、
フ
ァ
ブ
リ
シ

オ
・
ケ
イ
ロ
ス
容
疑
者
夫
妻

か
ら
の
口
座
振
り
込
み
疑
惑

で
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
渦
中
に
い

る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
ミ

シ
ェ
レ
夫
人
は
、
２
６
日
に
は

有
名
ハ
ッ
キ
ン
グ
集
団
「
ア
ノ

ニ
マ
ス
」
か
ら
、
電
話
番
号

や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
を

ネ
ッ
ト
上
で
漏
洩
さ
れ
る
被

害
を
受
け
た
り
と
、
災
難
続

き
だ
。
明
ら
か
な
犯
罪
行
為

だ
が
、
新
た
な
疑
惑
浮
上
の

可
能
性
も
気
に
な
る
。

　

聖
市
市
役
所
が
２
６
日
、

市
中
央
部
に
あ
る
ヴ
ァ
レ
・

ド
・
ア
ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
の
再

開
発
事
業
に
関
わ
る
入
札
を

中
止
す
る
と
発
表
し
た
。

　

２
６
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト

に
よ
る
と
、
入
札
中
止
の
発

表
は
、
再
開
発
後
の
ア
ニ
ャ

ン
ガ
バ
ウ
ー
地
区
の
運
営
を

１
０
年
間
担
当
す
る
企
業
が

発
表
さ
れ
る
は
ず
の
２
６
日

付
官
報
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

ア
ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
の
再

開
発
は
カ
サ
ビ
市
長
時
代
か

ら
の
課
題
で
、
現
在
の
工
事

は
２
０
１
９
年
７
月
に
始
ま

り
、
１
年
後
に
入
札
実
施
が

発
表
さ
れ
た
。
だ
が
、
工
事

は
現
在
も
続
い
て
い
る
上
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
住
民
と
の
対
話
も

不
十
分
な
ま
ま
、
２
６
日
に

開
札
と
決
ま
っ
て
い
た
。

　

入
札
が
中
止
さ
れ
た
直
接

的
な
理
由
は
入
札
の
過
程
で

生
じ
た
問
題
を
市
会
計
局
が

指
摘
し
た
た
め
だ
が
、
市
検

察
局
も
、
入
札
に
至
る
ま
で

の
過
程
が
不
透
明
と
の
市
民

団
体
か
ら
の
指
摘
を
問
題
視

し
て
い
た
。

　

ア
ニ
ャ
ン
ガ
バ
ウ
ー
地
区
は

市
立
劇
場
な
ど
の
公
的
施
設

や
シ
ョ
ー
な
ど
の
開
催
が
可
能

な
空
間
が
あ
り
、
人
の
動
き

が
大
き
い
上
、
路
上
生
活
者

な
ど
も
行
き
来
す
る
。
ま
た
、

同
件
に
関
す
る
公
聴
会
は
１

回
し
か
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

同
地
区
の
運
営
を
担
当
す
る

企
業
が
収
益
を
上
げ
る
方
法

な
ど
、
再
開
発
事
業
や
入
札

に
関
す
る
情
報
が
地
域
住
民

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

公
園
や
広
場
を
含
む
公
的

空
間
の
開
発
や
運
営
を
担
当

す
る
企
業
は
、
シ
ョ
ー
の
開

催
権
や
映
像
権
、
キ
オ
ス
ク

や
花
屋
の
設
置
な
ど
で
収
益

を
得
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

多
く
の
場
合
は
、
地
域
住
民

な
ど
と
の
対
話
が
不
十
分
な

ま
ま
、
入
札
や
工
事
が
始
ま

り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

例
も
多
い
。
市
役
所
側
は
ビ

デ
オ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い

て
住
民
の
声
を
聞
い
た
と
い

う
が
、
同
地
区
の
開
発
事
業

で
は
昨
年
も
、
検
察
局
へ
の

問
題
提
起
で
工
事
中
断
と
い

う
事
態
が
起
き
て
い
る
。

　

最
高
裁
第
２
小
法
廷
が

２
５
日
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

前
法
相
が
パ
ラ
ナ
州
連
邦
判

事
時
代
に
担
当
し
た
バ
ネ
ス

タ
ー
ド
事
件
に
関
す
る
裁
判

で
、
不
正
に
関
与
し
た
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
判
断
さ
れ
た
被

告
の
ひ
と
り
に
対
す
る
罪
状

を
無
効
に
す
る
判
断
を
下
し

た
。
２
６
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

バ
ネ
ス
タ
ー
ド
事
件
と

は
、
１
９
９
０
年
代
に
パ
ラ

ナ
州
の
州
立
バ
ネ
ス
タ
ー
ド

銀
行
を
中
心
に
起
こ
っ
た
事

件
で
、
当
時
、
国
内
で
最
大

の
公
金
損
害
を
も
た
ら
し
た

と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
事

件
の
裁
判
は
２
０
０
０
年
代

に
行
わ
れ
、
多
く
の
被
告
を

裁
い
た
こ
と
で
名
を
挙
げ
た

モ
ロ
氏
は
、
そ
の
実
績
を
買

わ
れ
、
２
０
１
４
年
か
ら
の

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の

第
１
審
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

だ
が
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
ひ

と
り
と
し
て
有
罪
と
な
っ
た

パ
ウ
ロ
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ク
ル

グ
氏
が
そ
の
裁
判
手
順
を
疑

問
視
し
て
、「
自
分
の
弁
護

側
の
最
終
弁
論
の
前
に
、
原

告
側
の
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ユ
セ

フ
氏
に
よ
る
証
言
が
行
わ
れ

た
」
と
し
て
、
控
訴
し
た
た

め
、
今
回
の
審
理
が
行
わ
れ

た
。

　

エ
ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
、

カ
ル
メ
ン
・
ル
シ
ア
両
判
事

は
、こ
の
日
の
審
理
で
も「
問

題
な
し
」
と
判
断
し
た
が
、

リ
カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ
ン
ド
ウ

ス
キ
ー
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ

ン
デ
ス
両
判
事
が
「
判
断
に

偏
り
が
あ
る
」
と
し
て
原
告

側
の
主
張
を
認
め
た
。
こ
の

日
は
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
判

事
が
欠
席
し
た
た
め
、
過
半

数
超
え
が
起
き
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
原
告
へ
の
罪
の

適
用
が
無
効
と
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
、
メ
ン
デ
ス
判

事
は
モ
ロ
氏
の
裁
判
の
や
り

方
に
対
し
、「
原
告
側
の
罪

の
追
及
に
加
担
す
る
か
の
よ

う
な
裁
判
の
や
り
方
だ
」
と

し
て
、
厳
し
く
批
判
し
た
。

　

バ
ネ
ス
タ
ー
ド
事
件
で

が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
期
間
の
労
働
者
総
数

は
、
１
６
年
が
９
０
８
０
万

人
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
１
９

年
は
９
４
６
０
万
人
と
、

３
８
０
万
人
も
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
労
働
者
人
口
そ

の
も
の
が
増
え
て
い
る
の
に
、

労
働
組
合
員
の
数
が
減
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

労
働
法
改
正
で
は
、
労
働

組
合
に
参
加
し
て
い
な
く
て

も
、
労
働
時
間
や
勤
務
地
な

ど
、
個
人
的
な
事
柄
の
交
渉

が
行
え
る
よ
う
規
定
し
て
い

る
。

外国為替市況
中銀サイトより

8月26日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.6124  R$
買　5.6112  R$

円相場
売　0.0529  R$
買　0.0530  R$

再
開
発
後
の
運
営
問
題
宙
に
浮
く

開
札
日
に
市
役
所
が
入
札
を
中
止

バ
ネ
ス
タ
ー
ド
被
告
１
人
無
罪
に

コ
ロ
ナ
禍
で
食
生
活
が
悪
化

聖市中央部

労
働
組
合
員
が
３
０
０
万
人
減
少

テ
メ
ル
時
代
の
労
働
法
改
正
で

ワ
セ
フ
氏
の
疑
惑
を
報
じ
る
ク
ル
ゾ
エ
誌
（Tw

itter

）

　

大
統
領
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

上
議
の
元
職
員
で
、
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
の
カ
ギ
を
握

る
と
さ
れ
て
い
た
ケ
イ
ロ
ス
氏

が
、
聖
州
ア
チ
バ
イ
ア
に
あ

る
ワ
セ
フ
氏
の
農
場
で
６
月

１
８
日
に
逮
捕
さ
れ
た
時
か

ら
、
ワ
セ
フ
氏
に
対
す
る
疑

惑
は
浮
上
し
て
い
た
。
ワ
セ

フ
氏
は
当
初
、
か
く
ま
っ
て
い

た
こ
と
を
否
定
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
に
、「
ケ
イ
ロ
ス
氏
の

命
が
狙
わ
れ
て
い
た
か
ら
」

と
前
言
を
ひ
る
が
え
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が

一
家
ぐ
る
み
で
親
し
く
し
、

今
年
２
月
に
逃
走
先
の
バ
イ

ア
州
で
警
官
ら
に
射
殺
さ
れ

た
ミ
リ
シ
ア
の
大
物
ア
ド
リ

ア
ー
ノ
・
ノ
ブ
レ
ガ
氏
に
弁

護
士
を
斡
旋
し
た
疑
い
も
持

た
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
ワ
セ
フ
氏
に
対

し
、
こ
の
１
週
間
で
新
た
な

疑
惑
が
噴
出
し
て
い
る
。
ま

ず
１
９
日
、
ク
ル
ゾ
エ
誌
が
、

ワ
セ
フ
氏
が
２
０
１
５
年
か

ら
、
食
品
最
大
手
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ

社
か
ら
の
金
、
９
０
０
万
レ

ア
ル
の
受
け
取
り
を
行
っ
て

い
た
疑
惑
を
報
じ
た
。
こ
の

件
は
、
金
融
活
動
管
理
審
議

会
（
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
）
の
調
査
で

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

テ
メ
ル
政
権
で
労
働
法
が

改
正
さ
れ
て
以
降
、
労
働
組

合
員
が
３
０
０
万
人
減
少
し

た
と
、
２
６
日
付
伯
字
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
２
６
日
に
ブ
ラ

ジ
ル
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
発
表
し
た
も
の
だ
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
６

年
に
は
全
国
で
１
３
５
０
万

人
の
労
働
組
合
員
が
い
た

が
、
テ
メ
ル
政
権
が
１
７

年
に
行
っ
た
労
働
法
改
正
に

よ
り
、
１
９
年
に
は
こ
の
数

が
１
０
５
０
万
人
と
な
り
、

３
０
０
万
人
減
少
し
た
こ
と

４
２
０
０
万
レ
ア
ル
の
契
約

を
結
ん
で
い
た
が
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
政
権
で
は
、
１
９
年
１

月
〜
２
０
年
６
月
の
１
年
半

で
４
１
６
０
万
レ
ア
ル
の
契

約
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が

２
１
日
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
２
２
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
で
は
、
公
的
機
関
と
の
契

約
が
禁
じ
ら
れ
た
後
も
、
政

ワセフ氏に疑惑が噴出大統領一家
元弁護士

（１） ２０２０（令和二）年第５５５９号  ８月 ２７日 （木曜日）

は
、
後
に
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
で
最
大
規
模
の
ブ

ロ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
ユ
セ
フ

氏
が
罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
か
ね
て
か
ら
モ
ロ
氏
に

近
い
と
さ
れ
て
い
た
民
主
社

会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
政
治

家
が
ほ
と
ん
ど
罰
せ
ら
れ
て

い
な
い
な
ど
の
問
題
点
も
か

ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
の
審
理
結
果
か

ら
、
モ
ロ
氏
が
担
当
し
た
ラ

ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
１

審
裁
判
、
と
り
わ
け
、
ル
ー

ラ
元
大
統
領
の
裁
判
の
結
果

に
も
影
響
が
出
る
の
で
は
な

い
か
と
す
る
見
方
が
広
が
っ

て
い
る
。

府
と
の
契
約
を
維
持
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
た
。



　

た
し
か
に
、
最
初
は
こ
の
教
会
の
異
様
さ
に
驚
い
て
、
そ
れ
を
調
べ
て
み

よ
う
と
い
う
動
機
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
ア
ヤ
を
通
じ

た
形
の
も
の
に
変
わ
っ
て
行
き
、
や
が
て
、
そ
の
背
景
の
探
求
も
、
知
ら
ぬ

間
に
ア
ヤ
を
中
心
と
す
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
つ
の
頃
か
ら
そ
の
よ
う
な
変
化
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か

は
、
マ
ル
コ
ス
自
身
、
は
っ
き
り
し
た
記
憶
は
な
い
。
た
だ
、
間
違
い
な
く

言
え
る
こ
と
は
、
そ
の
変
化
が
急
激
な
も
の
で
は
な
く
、
時
間
の
流
れ
の
中

で
少
し
ず
つ
育
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
ゆ
っ
く
り
現
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
語
を
教
え
る
側
の
ア
ヤ
か
ら
発
信
さ
れ
た
波
長
が
、

マ
ル
コ
ス
の
心
の
琴
線
に
届
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
ず
、
マ
ル
コ
ス
が
最
初
に
感
じ
た
の
は
、
ア
ヤ
と
い
う
若
い
女
性
の
存

在
に
対
す
る
不
思
議
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
塾
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
に
せ
よ
、
日
本
語
を
教
え
る
先
生
と
し
て
は
、
彼
女
が
随
分
若
い
と

い
う
点
に
ま
ず
注
意
を
引
か
れ
た
。さ
ら
に
は
、そ
の
若
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

教
え
方
に
一
貫
し
た
筋
が
通
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
極
め
て
堂
に
入
っ
た
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
何
か
そ
の
年
齢
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
落
ち
着
き
と
自
信
と

が
あ
っ
た
と
い
う
点
に
、
彼
は
少
々
驚
か
さ
れ
た
。

　

彼
の
日
本
語
の
勉
強
が
、
思
い
が
け
な
い
ほ
ど
に
熱
が
上
が
り
、
同
時
に

早
く
上
達
し
た
背
景
に
は
、
こ
の
ア
ヤ
の
指
導
の
方
法
が
大
き
く
物
を
言
っ

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
辺
り
が
マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
は
不
思
議

で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
ア
ヤ
に
対
す
る
興
味
が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

彼
女
は
い
っ
た
い
何
者
な
の
か
。
大
げ
さ
で
な
く
マ
ル
コ
ス
は
、
そ
ん
な

思
い
を
ア
ヤ
に
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
好
奇
心
の
よ
う
な
も
の
か
ら

始
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
は
、
驚
き
と
敬
意
が
交
じ

り
合
っ
た
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

知
的
な
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
彼
は
ア

ヤ
の
中
に
、
人
間
的
に
何
か
、
他
の
人
た
ち
と
は
違
う
も
の
を
感
じ
取
っ
て

い
た
。

　

そ
れ
が
何
で
あ
る
の
か
は
、
は
っ
き
り
と
表
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
彼
が

捉
え
た
ア
ヤ
の
波
長
に
は
、
ひ
ど
く
暖
か
な
人
間
臭
い
も
の
が
存
在
し
、
同

じ
よ
う
に
そ
こ
に
は
、求
心
的
な
流
れ
が
存
在
し
て
い
た
。あ
る
い
は
そ
れ
は
、

彼
女
の
持
つ
宗
教
的
な
も
の
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
の

だ
が
、
マ
ル
コ
ス
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
、
ア
ヤ
の
持
つ
人
間
性
か
ら
生
じ
て

い
る
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
ら
れ
た
。

　

た
だ
し
、
そ
こ
ま
で
の
段
階
で
は
、
個
人
的
な
感
情
が
入
り
込
む
余
地
は

な
く
、
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
は
、
あ
く
ま
で
ア
ヤ
と
い
う
先
生
に
対
す
る
賞

賛
で
あ
り
、
尊
敬
の
念
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
こ
に
男
女
を
意
識
す
る
と
い
う
よ

う
な
感
情
が
芽
生
え
て
い
っ
た
の
は
、
や
は
り
二
人
に
共
通
す
る
若
さ
の
せ

い
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
感
情
の
動
き
は
決
し
て
激
情
的
な
も
の
を
伴
う
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
表
面
的
に
は
明
確
な
も
の
を
見
せ
な
い
と
い
う
よ

う
な
雰
囲
気
に
あ
っ
た
か
ら
、
第
三
者
か
ら
そ
こ
に
恋
愛
感
情
の
よ
う
な
も

の
が
介
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
は
あ
る
意
味
で
、
マ
ル
コ
ス
の
性
格
的
な
も
の
が
影
響
し
て
い
た
と

も
い
え
る
。

　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
内
向
的
な
面
を
持
つ
彼
は
、
派
手
に
振
る
舞
っ
て
目

立
つ
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
逆
の
、
存
在
感
の
薄
い
、
寡
黙
な
タ
イ

プ
の
人
間
と
い
え
た
。
し
か
し
、
勉
学
に
関
し
て
は
異
常
な
ほ
ど
の
熱
心
さ

を
見
せ
、
そ
の
こ
と
は
彼
の
性
格
の
中
に
あ
る
芯
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
よ

う
で
も
あ
っ
た
。
一
つ
の
こ
と
に
集
中
し
、
そ
れ
を
一
途
に
探
求
し
よ
う
と

い
う
姿
勢
は
、
あ
る
い
は
ア
ヤ
も
い
う
よ
う
に
、
学
者
に
向
い
た
性
格
で
あ

る
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。

（33）

　

日に
っ

系け
い

３
３
団だ

ん

体た
い

共き
ょ
う

催さ
い

に
よ
る
桑く

わ

名な

良り
ょ
う

輔す
け

在ざ
い

サ
ン

パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

オ
ン
ラ
イ
ン
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

が
、
１
８
日に

ち

午ご

後ご

６
時じ

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
当と

う

日じ
つ

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
常

じ
ょ
う

時じ

３
０
０
人に

ん

前ぜ
ん

後ご

が
視し

聴ち
ょ
うし

て
、
多た

数す
う

の
あ
つ
い
歓か

ん

迎げ
い

コ
メ
ン
ト
が
寄よ

せ
ら
れ
、
計け

い

１
５
７
７
回か

い

以い

上じ
ょ
う（
２
３
日に

ち

時じ

点て
ん

）
も
再さ

い

生せ
い

さ
れ
た
。

「
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
赴ふ

任に
ん

で
き
光こ

う

栄え
い

」

自じ

由ゆ
う

に
意い

見け
ん

が
言い

え
る
素す

晴ば

ら
し
さ

日
にっ

系
けい

33 団
だん

体
たい

「いらっしゃいませ！」
（２）２０２０（令和二）年 第５５５９号 ８月 ２７日 （木曜日）

桑く
わ

名な

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

オ
ン
ラ
イ
ン
歓か

ん

迎げ
い

会か
い

挨
あい

拶
さつ

する桑
くわ

名
な

総
そう

領
りょう

事
じ

第
だい

１５回
かい

画が

面め
ん

の
中な

か

で
乾か

ん

杯ぱ
い

を
す
る
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

ら

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会か

い

議ぎ

で
他た

州し
ゅ
う

へ
移い

動ど
う

す
る

ジ
ャ
ン
さ
ん
と
ア
ブ
ド
ゥ
ル
さ
ん

ど
と
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

　

約や
く

２
４
０
社し

ゃ

が
加か

盟め
い

す
る

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
村む

ら

田た

俊と
し

典み
ふ

会か
い

頭と
う

も
「
コ
ロ

ナ
後ご

を
踏ふ

ま
え
た
活か

つ

動ど
う

を
会か

い

員い
ん

企き

業ぎ
ょ
うは
進す

す

め
て
い
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
共と

も

に
歓か

ん

迎げ
い

し
ま
す
」

と
述の

べ
、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

の

吉よ
し

田だ

エ
ド
ア
ル
ド
会か

い

長ち
ょ
うも
活か

つ

動ど
う

紹し
ょ
う

介か
い

と
歓か

ん

迎げ
い

の
言こ

と

葉ば

を
語か

た

っ
た
。

　

そ
の
間か

ん

、
ノ
ロ
エ
ス
テ
、
リ

オ
、
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
、
リ
ベ

イ
ロ
ン
・
プ
レ
ッ
ト
、
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
うな
ど
、
管か

ん

轄か
つ

外が
い

も
含ふ

く

め

て
各か

く

地ち

の
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
うが

次つ
ぎ

々つ
ぎ

に
歓か

ん

迎げ
い

の
コ
メ
ン
ト
を

テ
メ
ー
ル
辞や

め
ろ
」
と
叫さ

け

ん

で
い
た
こ
と
で
す
。
私わ

た
しは
言い

い

ま
し
た
。「
す
ご
い
！ 

コ
ン
ゴ

で
カ
ビ
ラ
辞や

め
ろ
、
と
叫さ

け

ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後ご

、

眠ね
む

れ
る
と
思お

も

い
ま
す
か
？
」。

　

も
し
家い

え

を
知し

ら
れ
た
ら
お

終し
ま

い
で
す
。
こ
こ
に
は
「
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
辞や

め
ろ
！
」
と
書か

か
れ

た
建た

て

物も
の

が
あ
り
ま
す
。
コ
ン

ゴ
で
こ
の
様よ

う

な
こ
と
を
す
れ
ば

建た
て

物も
の

は
破は

壊か
い

さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
も
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
欠か

け
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
あ
り
、
人ひ

と

々び
と

は
叫さ

け

び
、
意い

見け
ん

し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

自じ

身し
ん

の
助た

す

け
に

そ
の
期き

間か
ん

は
過す

ぎ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

の
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

に
な
り
ま
し
た
。

彼か
れ

ら
が
コ
ン
ゴ
民み

ん

主し
ゅ

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

に
な
る
と
言い

っ
た
時と

き

、
彼か

れ

ら
は
意い

見け
ん

を
言い

う
よ
う
に
私

わ
た
し

た
ち
に
言い

い
ま
し
た
。
彼か

れ

ら

は
私わ

た
し
た
ち
に
話は

な

し
て
ほ
し
い

と
思お

も

っ
て
い
ま
す
が
、
民み

ん

主し
ゅ

的て
き

で
あ
る
こ
と
は
望の

ぞ

ん
で
い
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
国く

に

の
名な

前ま
え

に
あ
る
だ
け
で
、

国こ
く

名め
い

の
外ほ

か

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
色い

ろ

々い
ろ

な
問も

ん

題だ
い

が
あ
り
ま
す
が
、
自じ

由ゆ
う

が
あ
り
ま
す
。
私わ

た
し
が
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
た
事こ

と

の
一ひ

とつ
は
、
多お

お

く

の
人ひ

と

が
、「
テ
メ
ー
ル
辞や

め
ろ
、

―
―
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
生せ

い

活か
つ

と

本ほ
ん

国ご
く

の
良よ

か
っ
た
時と

き

を
比く

ら

べ

て
、
良よ

い
と
感か

ん

じ
る
こ
と
、

悪わ
る

い
と
感か

ん

じ
る
こ
と
は
何な

に

で

す
か
？

【
ジ
ャ
ン
】
私わ

た
しの
郷

き
ょ
う

里り

と
ブ
ラ

ジ
ル
の
違ち

が

い
、
そ
れ
は
ア
ブ
ド

ゥ
ル
と
同お

な

じ
く
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

で

す
。
コ
ン
ゴ
は
国こ

く

名め
い

に
は
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
含ふ

く

ま
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
土と

地ち

は
少す

こ

し
も
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
、
私わ

た
し
た
ち
は
王お

う

の

支し

配は
い

す
る
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

で
暮く

ら
し

て
い
ま
し
た
。
当と

う

時じ

は
正せ

い

常
じ
ょ
う

で
し
た
。
そ
の
後ご

、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

が
起お

こ
り
、
外が

い

部ぶ

の
者も

の

が

先せ
ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

を
支し

配は
い

し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
奥お

く

原は
ら

ジ
ョ
ル
ジ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
司し

会か
い

を
務つ

と

め
、
石い

し

川か
わ

レ

ナ
ト
同ど

う

会か
い

長ち
ょ
うが
、「
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
。
早は

や

く
実じ

っ

際さ
い

に
お

会あ

い
で
き
る
こ
と
を
願ね

が

っ
て
い

ま
す
。
メ
キ
シ
コ
の
マ
ル
ガ
リ

ー
タ
と
同お

な

じ
よ
う
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
カ
イ
ピ
リ
ー
ニ
ャ
も
味あ

じ

わ
っ
て
ほ
し
い
。
私わ

た
しの
コ
ー
ヒ

ー
農の

う

園え
ん

に
も
ぜ
ひ
足あ

し

を
運は

こ

ん

で
く
だ
さ
い
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

続つ
づ

い
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
うが
活か

つ

動ど
う

紹し
ょ
う

介か
い

を
し
な
が
ら
、

症し
ょ
うが
多た

臓ぞ
う

器き

不ふ

全ぜ
ん

な
ど
も
引ひ

き
起お

こ
す
事こ

と

や
、
最さ

い

初し
ょ

の
患か

ん

者じ
ゃ

発は
っ

見け
ん

よ
り
か
な
り
前ま

え

に
ウ

イ
ル
ス
が
侵し

ん

入に
ゅ
うし
、
発は

っ

見け
ん

当と
う

時じ

は
既す

で

に
市し

内な
い

感か
ん

染せ
ん

が
起お

き

て
い
た
事こ

と

が
、
や
が
て
判は

ん

明め
い

し
た
。
そ
の
間か

ん

に
、
１
日に

ち

の

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
千せ

ん

、
万ま

ん

の
単た

ん

位い

に

な
り
、
死し

者し
ゃ

の
１
千せ

ん

人に
ん

超こ

え

も
日に

ち

常じ
ょ
う

化か

し
た
。

　

３
月が

つ

以い

降こ
う

は
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛
し
ゅ
く

や
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

多た

発は
つ

で
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

が
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
う。
蔓ま

ん

延え
ん

を
食く

い
止と

め
よ
う
と
す
る
知ち

事じ

達た
ち

と
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

を
優ゆ

う

先せ
ん

し
よ
う

と
す
る
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
の
間あ

い
だ
の
見け

ん

解か
い

の
相そ

う

違い

も
表

ひ
ょ
う

面め
ん

化か

し
た
。

　

政せ
い

府ふ

の
対た

い

策さ
く

の
遅お

く

れ
や
短た

ん

期き

間か
ん

で
の
保ほ

健け
ん

相し
ょ
う

交こ
う

代た
い

、
反は

ん

応の
う

薬や
く

も
な
い
検け

ん

査さ

キ
ッ
ト
配は

い

布ふ

な
ど
の
出で

来き

事ご
と

に
対た

い

し
、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うへ
の
批ひ

判は
ん

が
噴ふ

ん

出し
ゅ
つし

た
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
参さ

ん

加か

を
呼よ

び

か
け
た
デ
モ
で
３
密み

つ

が
発は

っ

生せ
い

し
、「
ト
ラ
ッ
ク
を
連つ

ら

ね
て
デ

モ
に
参さ

ん

加か

」
と
豪ご

う

語ご

し
た
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

支し

持じ

者し
ゃ

が
感か

ん

染せ
ん

し
て
重

じ
ゅ
う

症し
ょ
う

化か

し
た
時と

き

は
「
そ
れ
見み

た

事こ
と

か
」と
い
っ
た
声こ

え

が
上あ

が
り
、

連れ
ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

で
の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

急き
ゅ
う

増ぞ
う
へ
の
懸け

念ね
ん

も
広ひ

ろ

が
っ
た
。

　

だ
が
、
低て

い

所し
ょ

得と
く

者し
ゃ

や
失し

つ

業
ぎ
ょ
う

者し
ゃ

へ
の
緊き

ん

急き
ゅ
う

支し

援え
ん

金き
ん

給き
ゅ
う

付ふ

な
ど
で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うへ
の
批ひ

判は
ん

が

減へ

り
、
８
月が

つ

に
行お

こ
な
わ
れ
た
世よ

論ろ
ん

調ち
ょ
う

査さ

で
は
、
４
７
％
の
人ひ

と

樹   

海

確か
く

認に
ん

は
３
月が

つ

１
６
日に

ち

だ
。

　

当と
う

初し
ょ

は
、
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

や
死し

者し
ゃ

が
１
０
０
人に

ん

を
超こ

え
、
千せ

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
度た

び

に
騒さ

わ

が
れ
た
。

だ
が
、
重

じ
ゅ
う

篤と
く

な
呼こ

吸き
ゅ
う

器き

障
し
ょ
う

害が
い

だ
け
が
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
た
感か

ん

染せ
ん

じ
ゅ
　
　
か
い

　

伯は
っ

国こ
く

初は
つ

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

確か
く

認に
ん

か
ら
半は

ん

年と
し

が
過す

ぎ

た
。
最さ

い

初し
ょ

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

確か
く

認に
ん

は

２
月が

つ

２
６
日に

ち

、
最さ

い

初し
ょ

の
死し

者し
ゃ

２
４
日か

に
開か

い

催さ
い

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
軽け

い

症し
ょ
う

者し
ゃ

へ
の
ク
ロ
ロ
キ

ナ
使し

用よ
う

を
推す

い

奨し
ょ
う

す
る
新し

ん

規き

定て
い

を
擁よ

う

護ご

す
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

（M
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が
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
は
コ
ロ
ナ
蔓ま

ん

延え
ん

に
関か

ん

す
る
責せ

き

任に
ん

は
な
い
と
答こ

た

え
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
対た

い

す
る
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

発は
つ

言げ
ん

や
、
ク
ロ
ロ
キ
ナ
の
有ゆ

う

効こ
う

性せ
い

に

疑ぎ

問も
ん

を
唱と

な

え
る
専せ

ん

門も
ん

家か

へ
の

脅き
ょ
う

迫は
く

は
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
問も

ん

題だ
い

に
も

な
っ
た
が
、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
未い

ま

だ
に

「
軽け

い

症し
ょ
う

者し
ゃ

に
も
ク
ロ
ロ
キ
ナ

を
」
と
語か

た
っ
て
い
る
。

　

再さ
い

感か
ん

染せ
ん

も
あ
り
得え

る
の
な

ら
、
マ
ス
ク
着

ち
ゃ
く

用よ
う

や
手て

洗あ
ら

い

な
ど
の
継け

い

続ぞ
く

は
不ふ

可か

欠け
つ

だ
。

ウ
イ
ル
ス
と
の
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

が
不ふ

可か

避ひ

な
中な

か

、
半は

ん

年と
し

間か
ん

で
得え

た
教

き
ょ
う

訓く
ん

や
知ち

恵え

の
賢か

し
こい
適て

き

用よ
う

が
求も

と

め
ら
れ
て
い
る
。　
　
（
み
）

な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

自じ

身し
ん

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
使つ

か

い
方か

た

を

知し

り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
セ
ス
タ
・
バ
ジ
カ
を
得え

よ

う
と
す
る
等な

ど

、
人ひ

と

に
依い

存ぞ
ん

し

て
生せ

い

活か
つ

し
よ
う
と
す
る
人ひ

と

々び
と

が
い
ま
す
。

私わ
た
し
は
彼か

れ

ら
を
助た

す

け
る
の
も

寄き

付ふ

す
る
の
も
好す

き
で
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
寄き

付ふ

で
生せ

い

活か
つ

し
て
い
ま
す
が
、
自じ

立り
つ

し
た

人ひ
と

々び
と

の
国く

に

で
は
、
寄き

付ふ

で
生せ

い

活か
つ

は
し
ま
せ
ん
。
人ひ

と

々び
と

は
働

は
た
ら

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

仕し

事ご
と

を
す
る
事こ

と

に
よ
っ
て
、

人ひ
と

は
成せ

い

熟じ
ゅ
くし
て
い
き
ま
す
。

誰だ
れ

か
が
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
何な

に

か
を
す
る
の
を
待ま

ち
ま
せ
ん
。

―
―
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
自じ

由ゆ
う

に

発は
つ

言げ
ん

し
て
も
問も

ん

題だ
い

と
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
普ふ

通つ
う

で
は

な
い
国く

に

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

【
ジ
ャ
ン
】
も
う
一ひ

と
つ
。
ア
ブ

ド
ゥ
ル
は
文ぶ

ん

化か

に
つ
い
て
話は

な

し

ま
し
た
が
、
私わ

た
し
も
別べ

つ

の
側そ

く

面め
ん

か
ら
話は

な

し
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

文ぶ
ん

化か

を
理り

解か
い

し
た
時と

き

、
私わ

た
し
た

ち
は
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
溶と

け

込こ

ん
で
い
け
ま
す
。
理り

解か
い

し

な
け
れ
ば
溶と

け
込こ

め
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

も
閉へ

い

鎖さ

的て
き

で
す

が
、
好こ

う

奇き

心し
ん

は
旺お

う

盛せ
い

で
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
は
最さ

い

初し
ょ

に

知し

っ
て
お
い
て
も
ら
う
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。
前ま

え

に
話は

な

し
た

カ
ル
ロ
ス
の
例れ

い

を
見み

て
く
だ
さ

い
。
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

は
言い

い
ま
し
た
。「
あ
な
た
は
ベ
ネ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

は
間ま

違ち
が

っ
た
知ち

識し
き

を
得え

て
い
ま
す
。
彼か

れ

ら
が
理り

解か
い

す

る
た
め
に
時じ

間か
ん

を
か
け
て
説せ

つ

明め
い

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
多お

お

く
が
、

ア
フ
リ
カ
は
国く

に

だ
と
思お

も

い
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
日に

本ほ
ん

、
ハ
イ
チ
、

ア
フ
リ
カ
と
国く

に

を
挙あ

げ
て
い

き
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
は
大た

い

陸り
く

で
す
。
そ
こ
は
５
５
カ
国こ

く

以い

上じ
ょ
うの
国く

に

が
あ
り
ま
す
。
ア
フ

リ
カ
を
数か

ぞ

え
る
場ば

合あ
い

は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
と
数か

ぞ

え
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

に
続つ

づ

い
て
ア
フ
リ
カ

を
数か

ぞ

え
る
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

日に

本ほ
ん

も

大た
い

陸り
く

で
す
か
？ 

ア
フ
リ
カ
と

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
数か

ぞ

え
ま
す
が
、

ア
フ
リ
カ
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
同お

な

じ
サ
イ
ズ
で
し
ょ
う
か
？ 

こ

れ
は
基き

本ほ
ん

的て
き

な
知ち

識し
き

の
欠け

つ

如じ
ょ

で
す
。
そ
れ
で
は
偏へ

ん

見け
ん

を
生う

む
ば
か
り
で
す
。

　

例た
と

え
ば
、
私わ

た
しは
シ
リ
ア
に
つ

い
て
「
シ
リ
ア
人じ

ん

は
背せ

が
低ひ

く

い
」
と
既す

で

に
答こ

た

え
を
作つ

く

り
ま

し
た
。
私わ

た
し
の
頭あ

た
ま
に
あ
る
こ
の

答こ
た

え
は
偏へ

ん

見け
ん

で
す
。
あ
る
日ひ

、

背せ

の
高た

か

い
シ
リ
ア
人じ

ん

を
見み

つ
け

た
ら
、
何な

ん

と
思お

も

う
で
し
ょ
う
？　

偏へ
ん

見け
ん

と
は
知し

ら
な
い
問も

ん

題だ
い

に

つ
い
て
答こ

た

え
を
先さ

き

に
作つ

く

る
こ
と

で
す
。こ
れ
は
私わ

た
しの
視し

点て
ん

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
続つ

づ

く
）

の
言こ

と

葉ば

を
述の

べ
た
。
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

会か
い

長ち
ょ
うは「
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、

世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
２
０
０
万ま

ん

の

日に
っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

が
あ
る
。
そ

の
７
０
％
は
サ
ン
パ
ウ
ロ

州し
ゅ
うで
、
う
ち
６
０
万ま

ん

人に
ん

は
大だ

い

サ
ン
パ
ウ
都と

市し

圏け
ん

に

集し
ゅ
う

住じ
ゅ
うし
て
お
り
、
だ
か

ら
こ
そ
世せ

界か
い

で
唯ゆ

い

一い
つ
４
７

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

が
サ

ン
パ
ウ
ロ
に
は
あ
る
」
な

書か

き
こ
ん
だ
。

　

続つ
づ

い
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

役や
く

所し
ょ

国こ
く

際さ
い

関か
ん

係け
い

局き
ょ
くの
ル
イ
ス
・

ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
メ
ン
デ
ス
局

き
ょ
く

長ち
ょ
うも

登と
う

場じ
ょ
うし

、「
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
建け

ん

国こ
く

や
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

発は
っ

展て
ん

に

も
大だ

い

貢こ
う

献け
ん

を
し
て
き
た
。
今こ

年と
し

２
月が

つ

の
コ
ロ
ナ
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
一い

っ

緒し
ょ

に
令れ

い

和わ

初は
つ

の

天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

が
市し

立り
つ

劇げ
き

場じ
ょ
うで
開か

い

催さ
い

で
き
た

こ
と
を
、
心こ

こ
ろ
か
ら
喜よ

ろ
こ
び
ま
す
。

共と
も

に
手て

を
取と

り
合あ

っ
て
コ
ロ

ナ
対た

い

策さ
く

に
邁ま

い

進し
ん

し
ま
し
ょ
う
。

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

も
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

同ど
う

様よ
う

、

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

を
愛あ

い

し
て
く
だ

さ
い
」
と
語か

た

り
か
け
た
。

　

伯は
く

日に
ち

国こ
っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

連れ
ん

盟め
い

の
西に

し

森も
り

ル
イ
ス
会か

い

長ち
ょ
う（
下か

議ぎ

）
か

ら
も
、
新し

ん

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

の
活か

つ

躍や
く

を

期き

待た
い

す
る
映え

い

像ぞ
う

メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届と

ど

い
た
。
最さ

い

後ご

に
桑く

わ

名な

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

が
登と

う

場じ
ょ
うし
、
着

ち
ゃ
く

任に
ん

早そ
う

々そ
う

な
が
ら
流り

ゅ
う
ち
ょ
う
な
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

で
「
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

に
任に

ん

命め
い

さ
れ
た
こ
と
を

光こ
う

栄え
い

に
思お

も

い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

が
持も

ち
込こ

ん
だ
勤き

ん

勉べ
ん

さ
、

規き

律り
つ

正た
だ

し
さ
、
真ま

面じ

目め

さ
、

親し
ん

切せ
つ

さ
な
ど
が
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
認み

と

め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
心こ

こ
ろ
か
ら

感か
ん

謝し
ゃ

し
ま
す
。
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

も

皆み
な

さ
ま
と
の
絆き

ず
な
を
よ
り
緊き

ん

密み
つ

化か

さ
せ
る
た
め
に
努ど

力り
ょ
くを
し

て
い
く
所し

ょ

存ぞ
ん

で
す
。
コ
ロ
ナ
が

収し
ゅ
う

束そ
く

の
兆き

ざ

し
を
見み

せ
次し

第だ
い

、

皆み
な

さ
ま
の
と
こ
ろ
に
伺う

か
が
い
ま

す
。
い
ず
れ
直

ち
ょ
く

接せ
つ

会あ

い
ま
し
ょ

う
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

　

質し
つ

疑ぎ

応お
う

答と
う

の
後あ

と

、
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

の

大お
お

久く

保ぼ

敦あ
つ
し

所し
ょ

長ち
ょ
うが
乾か

ん

杯ぱ
い

の
音お

ん

頭ど

を
と
っ
た
。
そ
の
間か

ん

、
歌か

手し
ゅ

の
平ひ

ら

田た

ジ
ョ
エ
さ
ん
が
「
乾か

ん

杯ぱ
い

」
を
熱ね

っ

唱し
ょ
うし
て
歓か

ん

迎げ
い

し
、

約や
く

１
時じ

間か
ん

２
０
分ぷ

ん

で
閉へ

い

会か
い

し

た
。

ズ
エ
ラ
に
食た

べ
物も

の

が

な
い
の
に
、
ブ
ラ
ジ

ル
に
食た

べ
物も

の

を
売う

り

に
来き

て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
。

　
こ
の
考か

ん
が
え
を
見み

て

く
だ
さ
い
。
そ
の
人ひ

と

は
、
カ
ル
ロ
ス
の
売う

る
食た

べ
物も

の

が
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
全ぜ

ん

体た
い

の
食

し
ょ
く

料り
ょ
うだ

と
考か

ん
が
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
い
っ
た

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
面め

ん

を
見み

る

「
ぜ
ひ
実じ

っ

際さ
い

の
施し

設せ
つ

を
視し

察さ
つ

に
来き

て
く
だ
さ
い
」
と
歓か

ん

迎げ
い
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テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 : +81-3-5458-6601 ◆ E -

M a i l : p r e m i u m - p r @ j i b t v . c o m

☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
にち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
か

（日
にち

）から

	 9	 12	

「
コ
ロ
ナ
危
機
の
社
会
学
」

の
西
田
亮
介
さ
ん

☆イッピン☆
「シリーズ 名

めい

匠
しょう

への道
みち

④ 輝
かがや

きは消
け

さない 〜
東
とう

京
きょう

 江
え

戸
ど

切
きり

子
こ

～」 
火

か

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3:30
　コロナ禍

か

の中
なか

、各
かく

地
ち

の伝
でん

統
とう

工
こう

芸
げい

の若
わか

き担
にな

い手
て

の姿
すがた

を追
お

うシリーズ。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

に編
あ

み出
だ

さ
れた「江

え

戸
ど

切
きり

子
こ

」の技
ぎ

法
ほう

は、大
おお

きく２つに大
たい

別
べつ

される。グラスの表
ひょう

面
めん

にわずか２ミリの切
き

り込
こ

みを入
はい

れ、正
せい

確
かく

な四
し

角
かく

すいを無
む

数
すう

に切
き

り出
だ

して
いく「カット」の技

わざ

。そして、わずかな凹
おう

凸
とつ

も
磨
みが

き上
あ

げ鏡
きょう

面
めん

のようにならしてカットされたグ
ラスに輝

かがや

きを与
あた

える「磨
みが

き」の技
わざ

。その技
わざ

を父
ちち

☆ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ
～発

は っ

掘
く つ

！かっこいいニッポン～☆
「外

がい

国
こく

人
じん

への大
だい

ギモン！なぜ外
がい

国
こく

人
じん

は
○○するの？」
月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

2:00
　日

に

本
ほん

人
じん

が抱
だ

いている外
がい

国
こく

人
じん

の理
り

解
かい

できない行
こう

動
どう

を解
かい

明
めい

する「外
がい

国
こく

人
じん

への大
だい

ギモン！」シリーズ。
今
こん

回
かい

も、外
がい

国
こく

人
じん

の生
せい

活
かつ

をよく知
し

る日
に

本
ほん

人
じん

にアン
ケートを行

おこな

い、外
がい

国
こく

人
じん

への大
だい

ギモンを収
しゅう

集
しゅう

。「な
ぜ写

しゃ

真
しん

を撮
と

る時
とき

キメポーズするの？」「なぜ身
み

振
ぶ

り手
て

振
ぶ

りが大
おお

げさなの？」など、外
がい

国
こく

人
じん

への
ギ モ
ン を
様
さま

々
ざま

な 方
ほう

法
ほう

で
解
かい

明
めい

。
外
がい

国
こく

☆鑑
か ん

賞
し ょ う

マニュアル 美
び

の壺
つ ぼ

☆
「桃

もも

」
金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3:30
　日

に

本
ほん

の桃
もも

が海
かい

外
がい

で人
にん

気
き

。「古
こ

事
じ

記
き

」では、イザ
ナギノミコトが悪

し

醜
こ

女
め

に桃
もも

の実
み

を投
な

げて倒
たお

した
ことから “厄

やく

除
よ

け” と伝
つた

えられ、室
むろ

町
まち

時
じ

代
だい

の「桃
もも

太
た

郎
ろう

」では、流
なが

れてきた桃
もも

を食
た

べた老
ろう

夫
ふう

婦
ふ

が若
わか

返
がえ

り桃
もも

太
た

郎
ろう

を産
う

むが、これも桃
もも

を “子
し

孫
そん

繁
はん

栄
えい

” の
象
しょう

徴
ちょう

とする中
ちゅう

国
ごく

の考
かんが

えに由
ゆ

来
らい

するとされる。味
あじ

わうだけでなく、姿
すがた

を愛
め

でたり象
しょう

徴
ちょう

として祈
き

願
がん

の対
たい

象
しょう

となったりしてきた桃
もも

。その知
し

られざる
魅
み

力
りょく

に迫
せま

る。

☆所
と こ ろ

さん！大
た い

変
へ ん

ですよ☆
広

ひろ

島
しま

に出
しゅつ

没
ぼつ

　妖
よう

怪
かい

“トマト女
おんな

” ！？
木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:30

　 庭
にわ

で 巨
きょ

大
だい

な ト マ ト を 栽
さい

培
ばい

し、 ひ と 株
かぶ

か ら
７０００個

こ

を超
こ

えるトマトを収
しゅう

穫
かく

するトマト名
めい

人
じん

を広
ひろ

島
しま

で発
はっ

見
けん

。東
とう

京
きょう

には、バジルひと株
かぶ

から
１万

まん

枚
まい

の収
しゅう

穫
かく

を目
め

指
ざ

す男
だん

性
せい

が。大
たい

量
りょう

収
しゅう

穫
かく

の秘
ひ

け
つは「水

すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

」！実
じつ

は今
いま

、水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

が静
しず

かな
ブーム。土

つち

を必
ひつ

要
よう

としないため虫
むし

がつかず、汚
よご

れにくい。自
じ

分
ぶん

が育
そだ

てた安
あん

全
ぜん

な野
や

菜
さい

が食
た

べられ
る、と若

わか

い女
じょ

性
せい

や家
か

族
ぞく

連
づ

れに人
にん

気
き

なのだ。さらに、
水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

で一
いっ

獲
かく

千
せん

金
きん

を狙
ねら

う人
ひと

まで！知
し

られざる
水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

の世
せ

界
かい

を深
ふか

掘
ぼ

りする！

（石
いし

黒
ぐろ

賢
けん

）と事
じ

務
む

長
ちょう

の高
たか

峰
みね

（升
ます

毅
たけし

）は経
けい

営
えい

方
ほう

針
しん

の
違
ちが

いを巡
めぐ

って対
たい

立
りつ

を深
ふか

めていた。そのような中
なか

、
同
どう

僚
りょう

医
い

師
し

の金
かね

田
だ

（浅
あさ

香
か

航
こう

大
だい

）がモンスター患
かん

者
じゃ

に包
ほう

丁
ちょう

で刺
さ

され重
じゅう

傷
しょう

を負
お

うという事
じ

件
けん

が起
お

きる。
次
つぎ

から次
つぎ

へと降
ふ

りかかる院
いん

内
ない

の問
もん

題
だい

は、高
たか

峰
みね

の
更
こう

迭
てつ

という結
けっ

果
か

を招
まね

くことに。一
いっ

方
ぽう

、座
ざ

間
ま

敦
あつ

司
し

（田
た

中
なか

哲
てつ

司
し

）の行
こう

動
どう

が気
き

になった千
ち

晶
あき

（貫
かん

地
じ

谷
や

し
ほり）は、座

ざ

間
ま

の家
いえ

を訪
おとず

れる。そこには、貧
ひん

困
こん

の中
なか

寝
ね

たきりの母
はは

を介
かい

護
ご

し、心
しん

中
じゅう

をしようとす
る座

ざ

間
ま

の姿
すがた

があった。座
ざ

間
ま

の抱
かか

えている問
もん

題
だい

を
直
ちょく

視
し

した千
ち

晶
あき

は、助
たす

けになりたいと申
もう

し出
で

るが、
座
ざ

間
ま

から断
ことわ

られる。

（
伊
東
豊
雄
著
）

「
伊
東
豊
雄　

自
選
作
品
集
」

岩
手
か
ら
豪
雨
被
害
の
熊
本
に

奇
跡
の
一
本
松

か
ら
マ
ス
ク

（３） ２０２０（令和二）年第５５５９号 	 ８月	２７日	（木曜日）

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
危
機
下
、
日
本
政
府
の

場
当
た
り
的
な
対
応
が
し
ば

し
ば
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
政

治
不
信
を
招
い
た
。
社
会
学

者
の
西
田
亮
介
さ
ん
は
、
こ

の
間
の
政
官
の
危
機
対
応
と

メ
デ
ィ
ア
の
動
き
を
分
析
し

た
新
著
「
コ
ロ
ナ
危
機
の
社

会
学
」
で
、
政
府
が
民
意
に

「
耳
を
傾
け
す
ぎ
た
」
と
指

摘
す
る
。

　
「
耳
を
傾
け
た
の
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
民
意
だ
け

で
は
な
く
自
民
党
・
公
明
党

の
要
望
や
業
界
団
体
の
陳
情

も
で
す
。
そ
う
し
た
“
民

意
”
を
つ
ま
み
食
い
し
、
八

方
美
人
的
に
良
い
顔
を
し
よ

う
と
し
た
。
そ
ん
な
政
権

末
期
の
欲
望
が
表
出
し
ま
し

た
」

　

例
え
ば
減
収
世
帯
に
限
っ

て
３
０
万
円
を
給
付
し
て
支

援
す
る
計
画
は
、
ネ
ッ
ト
の

世
論
か
ら
も
与
野
党
か
ら
も

突
き
上
げ
ら
れ
、
国
民
に
一

「行政や政治は場合に
よっては民意に引きずら
れず、人々を説得する必
要がある」と語る西田
亮介さん（共同）

律
１
０
万
円
を
給
付
す
る
こ

と
に
一
転
。
だ
が
世
帯
人
数

が
少
な
く
な
り
が
ち
な
生
活

困
窮
層
で
は
支
給
額
が
減
っ

て
し
ま
う
。「
多
く
の
人
が
不

平
不
満
を
民
意
と
し
て
表
出

さ
せ
る
こ
と
の
問
題
は
、
本

当
に
困
っ
て
い
る
人
の
声
が
聞

こ
え
に
く
く
な
る
こ
と
で
す
」

　

メ
デ
ィ
ア
も
民
意
に
引
き

ず
ら
れ
た
。
ネ
ッ
ト
上
の
不

平
不
満
は
、
声
が
大
き
く
な

れ
ば
す
ぐ
扇
情
的
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
テ
レ
ビ
の
情
報

番
組
が
展
開
し
た
激
し
い
政

府
批
判
も
、
あ
る
い
は
極
端

な
楽
観
論
も
「
科
学
的
知
見

よ
り
共
感
し
や
す
さ
に
重
き

が
置
か
れ
た
か
ら
」
と
み
る
。

　

政
治
も
メ
デ
ィ
ア
も
、人
々

の
不
安
に
寄
り
添
っ
た
つ
も

り
故
、
本
来
必
要
な
説
明
や

説
得
と
い
う
作
業
を
省
略
し

８
代
目
だ
っ
た
夫
の
急
逝
で

蔵
初
の
女
性
杜
氏
に
な
っ
て

１
０
年
。「
多
く
の
人
の
支
え

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
歴
史

あ
る
酒
を
ぜ
ひ
全
国
の
人
に

味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
奮
闘

し
て
い
る
。

　

県
北
部
に
位
置
す
る
同
町

岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
「
奇
跡
の
一
本
松
」
の
木

く
ず
を
原
料
に
し
た
マ
ス
ク
＝
８
月
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
日
本
コ
カ
リ
ナ
協
会
」
提
供
）

「厚生音楽資料全集」（共同）

「
台
中
国
家
歌
劇
院
」
大
劇

場
ホ
ワ
イ
エ
（
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ

ｏ
：
Ｉ
ｗ
ａ
ｎ　
Ｂ
ａ
ａ

ｎ
）（
共
同
）

　
い
き
な
り
結
論
を
明
か
す

と
、
借
り
て
暮
ら
す
べ
き
だ

と
い
う
。
仮
に
３
５
年
ロ
ー

ン
を
組
ん
だ
場
合
、
そ
の
間

ず
っ
と
元
気
に
働
け
る
保
証

は
な
い
し
、
家
の
価
値
は
落

ち
て
い
く
。
都
心
部
で
あ
っ
て

も
人
口
減
少
に
転
じ
る
た
め

需
要
が
減
り
、
輪
を
掛
け
て

価
格
が
下
が
る
。「（
３
５
年

　
【
共
同
】
国
内
外
で
数
々

の
建
築
を
手
掛
け
る
建
築
家

が
「
自
然
を
自
分
の
身
体
で

ど
の
よ
う
に
吸
収
し
、
消
化

し
、
建
築
空
間
と
し
て
表
出

し
た
か
を
示
す
」
作
品
を
選

ん
だ
。

　

サ
ウ
ン
ド
ケ
ー
ブ
（
音
の

洞
窟
）
と
も
呼
ば
れ
る
台
湾

の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
「
台
中
国

家
歌
劇
院
」、
波
打
つ
天
井

の
下
で
自
然
の
中
に
い
る
感

覚
に
包
ま
れ
る
岐
阜
市
の
複

合
施
設
「
み
ん
な
の
森　

ぎ

ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
」
…
。

　

人
類
学
者
中
沢
新
一
さ
ん

は
、
自
然
の
生
成
原
理
を
組

み
入
れ
た
思
考
を
土
台
に
し

た
「
本
質
的
に
異
質
な
建
築
」

と
評
す
。
そ
の
哲
学
が
豊
富

な
資
料
か
ら
伝
わ
る
。（
平

凡
社
・
１
万
３
２
０
０
円
）

創
業
１
８
０
年
の
酒
味
わ
っ
て

女
性
杜
氏
、
亡
き
夫
か
ら
継
承

☆にっぽん百
ひゃく

名
め い

山
さ ん

☆
和

わ

賀
が

岳
だけ

月
げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

3:30
　高

こう

山
ざん

植
しょく

物
ぶつ

が見
み

頃
ごろ

を迎
むか

える初
しょ

夏
か

、秋
あき

田
た

の秘
ひ

境
きょう

と
される和

わ

賀
が

山
さん

塊
かい

の主
しゅ

峰
ほう

である和
わ

賀
が

岳
だけ

を目
め

指
ざ

す。
日
ひ

帰
がえ

りだが往
おう

復
ふく

で８時
じ

間
かん

、健
けん

脚
きゃく

向
む

けのコースだ。
秋
あき

田
た

の角
かくの

館
だて

に近
ちか

い登
と

山
ざん

口
ぐち

から出
しゅっ

発
ぱつ

。まるでジュ
ラシックパークのような巨

きょ

大
だい

なシダやヤマソテ
ツが生

お

い茂
しげ

るブナの自
し

然
ぜん

林
りん

を登
のぼ

って行
い

く。寒
かん

冷
れい

な気
き

候
こう

のため標
ひょう

高
こう

 1000m で森
しん

林
りん

限
げん

界
かい

を超
こ

える
と、高

こう

山
ざん

植
しょく

物
ぶつ

が咲
さ

く見
み

晴
は

らしの良
よ

いりょう線
せん

に
出
で

る。360 度
ど

の展
てん

望
ぼう

を楽
たの

しみながらりょう線
せん

の
先
さき

に見
み

える和
わ

賀
が

岳
だけ

を目
め

指
ざ

す。緩
ゆる

やかにアップダ
ウンを繰

く

り返
かえ

すと山
さん

頂
ちょう

へ、山
さん

頂
ちょう

部
ぶ

にはニッコウ
キスゲの大

だい

群
ぐん

落
らく

が咲
さ

き誇
ほこ

る雲
うん

上
じょう

の楽
らく

園
えん

が広
ひろ

がる。

　
【
共
同
】
沖
縄
県
内
各
地

で
代
々
伝
わ
る
「
し
ま
く

と
ぅ
ば
（
島
言
葉
）」
が
消
滅

の
危
機
に
あ
る
。
１
８
７
９

年
に
琉
球
王
国
が
日
本
に
併

合
さ
れ
、
同
化
政
策
で
標
準

語
教
育
が
進
め
ら
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
日
常
生
活
で
使

う
機
会
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

県
の
最
新
の
調
査
で
は
、「
主

に
使
う
」
と
い
う
人
は
わ
ず

か
７
・
６
％
。
話
せ
る
人
が

減
り
続
け
る
中
、「
沖
縄
文

化
の
基
礎
に
あ
る
独
自
の
言

語
を
残
し
た
い
」
と
、
紙
芝

居
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
っ
た
継
承
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
「
沖
縄
語
の
あ
り
が
と
う
を

覚
え
よ
う
。『
に
ふ
ぇ
ー
で
ー

び
る
』
で
す
。
せ
ー
の
」。
７

月
中
旬
、
那
覇
市
内
の
書
店

に
テ
ン
ポ
の
良
い
声
と
太
鼓

の
音
が
響
い
た
。
親
子
に
自

作
の
紙
芝
居
を
読
み
聞
か
せ

て
い
る
の
は
、
同
市
の
「
さ

ど
や
ん
」
こ
と
佐
渡
山
安
博

さ
ん
（
５
１
）
だ
。

　

本
島
中
南
部
の
沖
縄
語
を

使
っ
た
紙
芝
居
を
図
書
館
や

小
学
校
で
披
露
し
、
動
画
投

稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

で
も
発
信
。「
も
う
一
度
、
沖

縄
の
言
葉
を
は
や
ら
せ
た
い
」

と
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

な
が
ら
覚
え
ら
れ
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
す
。

　

県
に
よ
る
と
、し
ま
く
と
ぅ

ば
は
沖
縄
語
を
含
め
、
宮
古

語
や
与
那
国
語
な
ど
地
域
ご

と
に
大
別
し
て
計
５
種
類
あ

る
。
琉
球
王
国
が
日
本
に
併

合
さ
れ
て
以
降
は
使
用
が
制

限
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
後
も

米
国
施
政
権
下
か
ら
本
土
へ

の
復
帰
を
求
め
る
動
き
の
中

で
標
準
語
を
話
す
機
会
が
増

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
不
満

も
不
安
も
消
え
ず
に
積
み
上

が
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
で
は
、
流
通

す
る
情
報
量
が
過
大
に
な
る

こ
と
が「
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
、
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
情
報
の
拡
散
と
と
も

に
、
不
安
も
感
染
し
て
い
く

か
ら
だ
。「
多
す
ぎ
る
情
報

を
整
理
、
腑
分
け
す
る
役
割

も
必
要
で
す
」

　

だ
が
、
日
々
更
新
さ
れ
る

情
報
を
細
か
く
報
じ
る
新
聞

も
「
政
策
を
ど
う
理
解
し
た

ら
い
い
か
と
い
う
記
事
は
ほ

耳
傾
け
す
ぎ
る
政
治
の
問
題

「
厚
生
音
楽
資
料
全
集
」

戦
時
下
の
音
楽
文
化
を
探
る

　
【
共
同
】
戦
時
下
に
は
ど

の
よ
う
な
音
楽
文
化
が
育
ま

れ
て
い
た
の
か
を
探
る
「
厚

生
音
楽
資
料
全
集
」（
全
７

巻
、
別
巻
１
巻
、
金
沢
文

圃
閣
）
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
。

１
９
４
０
年
代
前
半
に
刊
行

さ
れ
て
い
た
も
の
を
復
刻
し

た
。

　

編
者
で
解
題
も
担
当
し
た

戸
ノ
下
達
也
さ
ん
に
よ
る
と
、

戦
時
の
日
本
文
化
は
西
洋

化
・
近
代
化
と
同
時
に
「
総

力
戦
体
制
構
築
」
に
向
け

た
啓
発
、
戦
意
高
揚
の
狙
い

も
あ
っ
た
。
音
楽
で
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
地
方
巡
回
、
指

定
の
歌
曲
を
指
導
す
る
国
民

皆
唱
運
動
な
ど
が
展
開
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
運
動
が
戦
後
、

大
衆
が
音
楽
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
く
動
き
に
つ
な
が
っ

て
い
く
面
も
あ
り
「
正
負

両
面
か
ら
評
価
す
べ
き
課
題
」

と
位
置
付
け
て
い
る
。

　

全
集
は
「
厚
生
音
楽
」
と

は
何
か
を
体
系
的
に
ま
と
め

た
書
物
。
論
文
だ
け
で
な
く

器
楽
や
合
唱
の
演
奏
や
指
導

方
法
、
鑑
賞
、
作
曲
の
基
本

も
説
き
、
楽
譜
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

日
本
大
教
授
の
古
川
隆
久

さ
ん
は
刊
行
に
寄
せ
て
「
音

楽
産
業
に
関
わ
る
人
々
が
、

厚
生
運
動
と
い
う
国
家
の

要
請
に
ど
の
よ
う
に
応
じ
よ

う
と
し
て
い
た
か
」
を
知
る

手
掛
か
り
が
あ
る
と
解
説
。

「『
戦
時
下
の
日
常
』
の
一
端

を
掘
り
起
こ
し
、
歴
史
の
上

で
、
さ
ら
に
は
現
代
の
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
の
意
味
を
考
え

る
材
料
と
し
て
誠
に
貴
重
な

も
の
」
と
推
薦
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
６
月
に
完
結

予
定
。
全
巻
で
１
０
万
７
８ 

０
０
円
。
分
売
可
。

ぼ
な
か
っ
た
」
と
、
西
田
さ

ん
は
手
厳
し
い
。
物
議
を
醸

し
た
学
校
一
斉
休
業
も
、
過

去
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

危
機
で
一
部
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
反
省
も
踏
ま
え

た
分
析
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
。
１
カ
月
で
書
き
上

げ
ら
れ
た
と
い
う
本
書
。
情

報
の
渦
の
中
で
、
不
安
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
に
い
る

社
会
の
姿
を
鋭
く
活
写
し

た
。

　
（「
コ
ロ
ナ
危
機
の
社
会

学
」
は
朝
日
新
聞
出
版
・

１
６
５
０
円
）

　
【
共
同
】
家
は
、
借
り
て

賃
料
を
払
い
続
け
る
べ
き
か
、

ロ
ー
ン
を
組
ん
で
で
も
買

う
べ
き
か
。
外
資
系
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
を
経

て
不
動
産
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
著
者

が
、こ
の
「
論
争
」
を
糸
口
に
、

未
来
の
住
宅
事
情
や
街
の
変

化
を
考
え
て
い
く
。

後
に
）
売
っ
て
利
益
を
出
そ

う
と
い
う
の
は
、壮
絶
な
『
博

打
』」
と
手
厳
し
い
。

　

版
元
に
よ
る
と
、
著
者
の

明
快
な
語
り
口
が
、
論
争
の

真
っ
た
だ
中
に
い
る
２
０
～

５
０
代
の
男
性
に
受
け
、
発

行
部
数
は
１
万
に
。
読
者
か

ら
は「『
家
を
買
え
』と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
て
く
る
親
に

対
し
て
回
答
で
き
た
」
と
の

喜
び
の
声
が
、
複
数
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
い
う
。

　

今
後
、
日
本
に
は
空
き
家

が
増
え
続
け
て
い
く
が
、
そ

の
対
処
が
で
き
た
街
は
、
新

た
に
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い

く
。
著
者
が
予
想
す
る
の
は
、

人
々
が
暮
ら
し
方
の
変
化
と

と
も
に
、
合
理
的
に
家
や
街

を
選
び
、「
し
な
や
か
に
使
い

こ
な
す
」
未
来
で
あ
る
。

（
祥
伝
社
新
書
・
９
４
６
円
）

「
不
動
産
で
知
る
日
本
の
こ
れ
か
ら
」

（
牧
野
知
弘
著
）

家
や
街
を
使
い
こ
な
す

「不動産で知る日本のこ
れから」（共同）

☆ 【ドラマ 10】ディア・
ペイシェント～絆

きずな

のカルテ～☆
（9）

金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

10:00
　陽

よう

子
こ

（内
うち

田
だ

有
ゆ

紀
き

）の死
し

は、佐
さ

々
さ

井
い

記
き

念
ねん

病
びょう

院
いん

に
さまざまな混

こん

乱
らん

を生
う

み出
だ

した。院
いん

長
ちょう

の佐
さ

々
さ

井
い

の元
もと

で学
まな

ぶ職
しょく

人
にん

たち。ひとりは課
か

題
だい

の克
こく

服
ふく

に
挑
いど

み、またひとりは親
おや

との共
きょう

作
さく

を手
て

がけるこ
とに意

い

欲
よく

を燃
も

やす。

人
じん

と日
に

本
ほん

人
じん

との違
ちが

いを浮
う

き彫
ぼ

りにし、日
に

本
ほん

の
文
ぶん

化
か

や常
じょう

識
しき

を再
さい

発
はっ

見
けん

する。

沖
縄
の
島
言
葉
「
残
し
た
い
」

文
化
の
礎
、
消
滅
危
機
に

　
【
共
同
】
日
本
酒
「
龍
神

丸
」
や
「
紀
勢
鶴
」
が
人
気

を
博
す
和
歌
山
県
有
田
川

町
の
高
垣
酒
造
が
今
年
、
創

業
１
８
０
年
を
迎
え
た
。
地

元
で
愛
さ
れ
る
酒
蔵
を
支
え

る
の
は
、
９
代
目
杜
氏
の
高

垣
任
世
さ
ん
（
５
５
）
だ
。

え
、
衰
退
。「
あ
り
が
と
う
」

は
宮
古
語
で
「
た
ん
で
ぃ
が
ー

た
ん
で
ぃ
」、
与
那
国
語
で

は
「
ふ
が
ら
っ
さ
」
と
言
い
、

そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
異
な
る
こ

と
が
、
普
及
の
妨
げ
に
も
な
っ

て
い
る
。

　

県
立
博
物
館
・
美
術
館

は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
各

地
で
収
録
し
た
音
声
資
料
を

保
存
す
る
。
地
元
の
人
に
語
っ

て
も
ら
っ
た
約
３
万
３
千
の

民
話
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に

３
１
話
を
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

化
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ウ

チ
ナ
ー
民
話
の
へ
や
」
か
ら

字
幕
付
き
で
楽
し
め
る
。

　

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
取
り

組
み
も
進
む
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
は
県
民
約
２
０
０
人
の
協

力
を
得
て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
み
ん
な
の
う
ち
な
ー
ぐ
ち

辞
典
」
を
制
作
。「
ま
ー
さ

ん
（
お
い
し
い
）」「
か
な
さ
ん

（
か
わ
い
い
）」
な
ど
１
０
６

の
沖
縄
語
を
、単
語
の
イ
メ
ー

ジ
に
合
わ
せ
て
県
民
が
撮
影

し
た
動
画
と
共
に
紹
介
し
て

い
る
。

　

発
案
し
た
社
員
は
「
若
い

世
代
が
ス
マ
ホ
で
気
軽
に
見

て
興
味
を
持
ち
、
残
し
た
い

と
い
う
思
い
が
広
が
っ
て
い
け

ば
」
と
期
待
す
る
。

　

し
ま
く
と
ぅ
ば
の
普
及
に

取
り
組
む
那
覇
市
文
化
協
会

う
ち
な
ー
ぐ
ち
部
会
長
の
名

嘉
山
秀
信
さ
ん
（
７
４
）
は

「
近
い
将
来
、
話
せ
る
人
が

い
な
く
な
る
」
と
危
機
感
を

示
す
。「
単
に
残
す
だ
け
で
は

な
く
言
語
の
復
権
と
捉
え
、

幼
少
期
か
ら
学
校
や
地
域
、

家
庭
で
使
え
る
よ
う
、
需
要

を
掘
り
起
こ
さ
な
い
と
い
け

な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

　
【
共
同
】
岩
手
県
陸
前
高

田
市
で
東
日
本
大
震
災
の
津

波
に
耐
え
、
約
７
万
本
の
松

の
中
で
唯
一
残
っ
た
「
奇
跡
の

一
本
松
」
を
保
存
処
理
し
た

際
に
出
た
木
く
ず
を
原
料
に

し
た
マ
ス
ク
が
、
７
月
の
豪

雨
被
害
に
遭
っ
た
熊
本
県
に

送
ら
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
や
が
れ
き

の
撤
去
時
に
使
っ
て
も
ら
う

考
え
で
、
担
当
者
は
「
復
興

の
象
徴
で
あ
る
一
本
松
の
マ
ス

ク
で
希
望
を
送
り
た
い
」
と

話
す
。

　

被
災
し
た
松
で
「
コ
カ
リ

ナ
」
と
呼
ば
れ
る
縦
笛
を
作

り
、
陸
前
高
田
市
と
交
流
し

て
き
た
東
京
都
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
日
本
コ
カ
リ
ナ
協
会
」

が
企
画
。
津
波
に
漬
か
り
根

腐
れ
し
て
枯
れ
た
一
本
松
を

レ
プ
リ
カ
に
し
て
保
存
す
る

た
め
、
幹
の
中
心
を
く
り
ぬ

い
た
際
に
出
た
木
く
ず
を
原

料
と
す
る
布
で
作
っ
た
。

　

協
会
に
よ
る
と
、
マ
ス
ク

は
ベ
ー
ジ
ュ
色
で
、
小
さ
く

一
本
松
と
コ
カ
リ
ナ
が
印
刷

さ
れ
て
い
る
。
既
に
熊
本
県

人
吉
市
の
避
難
所
な
ど
で
約

５
０
０
枚
が
配
布
さ
れ
、
被

災
者
か
ら
「
と
て
も
心
地
よ

い
」
と
喜
ば
れ
て
い
る
。
今

後
さ
ら
に
２
０
０
～
３
０
０

枚
を
送
る
。
１
枚
１
５
０
０

円
で
一
般
販
売
も
行
っ
て
い

る
。

の
深
い
山
あ
い
に
あ
る
高
垣

酒
造
は
、
１
８
４
０
（
天
保

１
１
）
年
創
業
。
２
０
０
４

年
発
売
の
龍
神
丸
は
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
で
優
雅
な
口
当
た
り

で
、
酒
の
発
酵
な
ど
を
テ
ー

マ
と
す
る
人
気
漫
画
「
も
や

し
も
ん
」
に
も
登
場
し
た
こ

と
で
注
目
を
浴
び
た
。

　

だ
が
龍
神
丸
を
生
ん
だ
夫

淳
一
さ
ん
は
１
０
年
８
月
、

脳
出
血
の
た
め
４
６
歳
で
帰

ら
ぬ
人
に
。
経
理
担
当
だ
っ

た
任
世
さ
ん
が
、
酒
造
り
の

知
識
も
経
験
も
な
い
ま
ま
事

業
存
続
の
判
断
を
迫
ら
れ

た
。

　

戸
惑
い
、
悩
む
中
、
大
阪

市
で
の
日
本
酒
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
淳
一
さ
ん
の
酒
に

目
を
輝
か
せ
る
客
の
姿
に
心

を
打
た
れ
た
。
誇
ら
し
さ
か

ら
「
１
７
０
年
の
歴
史
を
絶

や
し
て
は
い
け
な
い
」
と
決

心
。「
ま
ず
は
１
年
」。
７
代

目
杜
氏
の
義
父
の
指
導
を
仰

ぎ
、
機
械
の
使
い
方
は
メ
ー

カ
ー
担
当
者
の
知
恵
を
借
り

て
酒
造
り
に
没
頭
し
た
。

　

そ
の
年
は
一
升
瓶
で
約

１
０
０
本
分
を
生
産
。
質
の

向
上
を
求
め
、
４
年
目
か
ら

は
知
人
か
ら
紹
介
を
受
け
た

杜
氏
の
協
力
で
造
り
を
一
変

さ
せ
た
。
フ
ァ
ン
と
と
も
に
生

産
本
数
も
増
え
、
昨
年
は
約

３
万
本
を
造
り
上
げ
た
。

　

東
京
で
大
学
に
通
う
次
女

侑
里
さ
ん
（
２
１
）
が
「
全

国
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
一
層
の
酒
蔵
発
展
を

目
指
し
、
寄
付
金
を
呼
び
掛

け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
（
Ｃ
Ｆ
）
を
提
案
。
任
世

さ
ん
の
新
酒
と
淳
一
さ
ん
が

仕
込
ん
で
い
た
古
酒
を
合
わ

せ
た
紀
勢
鶴
の
「
妻
の
新
酒

×
夫
の
古
酒
セ
ッ
ト
」
を
返

礼
品
に
用
意
し
、
Ｃ
Ｆ
サ
イ

ト
「
Ｍ
ａ
ｋ
ｕ
ａ
ｋ
ｅ
（
マ

ク
ア
ケ
）」
を
通
じ
て
今
月

３
０
日
ま
で
支
援
を
募
る
。

　

寄
付
金
は
貯
蔵
・
管
理
の

設
備
投
資
に
充
て
る
計
画
。

任
世
さ
ん
は
「
こ
の
先
も
、

こ
の
蔵
で
酒
造
り
に
専
念
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。



「
今
こ
そ
夫
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
」

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
米
共
和
党
大
会
は
２
５
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
２
日
目
の

日
程
に
入
っ
た
。
メ
ラ
ニ
ア
大
統
領
夫
人
（
５
０
）
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
庭
園
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
か
ら
演
説
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
「
夫
の
政
権
は
有
効
な
治

療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
全
国
民
に
行
き
渡
る
ま
で
闘
い
を
や
め
な
い
」
と
述
べ
、
１
１
月

の
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
（
７
４
）
再
選
へ
の
支
持
を
呼
び
掛
け
た
。

共
和
党
大
会
、女
性
票
狙
う

競
争
を
優
先
課
題
に
掲
げ
、

陸
海
空
や
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー

空
間
で
の
軍
事
力
強
化
を
進

め
て
い
る
。
エ
ス
パ
ー
氏
は
米

軍
が
７
月
に
日
本
、
オ
ー
ス

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
エ
ス

パ
ー
米
国
防
長
官
は
２
５
日

付
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
に
寄
稿
し
、

世
界
の
自
由
主
義
と
中
国
の

独
裁
主
義
が
「
国
際
的
な

規
模
で
競
争
す
る
新
時
代
に

入
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。
中

国
人
民
解
放
軍
が
進
め
る
近

代
化
に
警
戒
感
を
表
明
、
各

国
に
中
国
と
の
軍
事
面
で
の

関
係
縮
小
や
中
国
包
囲
網
へ

の
参
画
を
呼
び
掛
け
た
。

　

エ
ス
パ
ー
氏
は
２
６
日
、

訪
問
先
の
ハ
ワ
イ
で
、
イ
ン

ド
太
平
洋
政
策
に
つ
い
て
演

説
を
行
う
予
定
。
ポ
ン
ペ
オ

米
国
務
長
官
は
７
月
、
対
中

関
与
政
策
か
ら
の
決
別
を
宣

人
民
解
放
軍
の
近
代
化
を
懸
念

ト
ラ
リ
ア
と
共
に
南
シ
ナ
海
で

行
っ
た
合
同
演
習
を
例
に
挙

げ
、
中
国
に
対
抗
す
る
に
は

同
盟
の
拡
大
・
強
化
が
欠
か

せ
な
い
と
改
め
て
強
調
し
た
。

米
長
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包
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長
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長
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長
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長
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長
官
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米
長
官
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中
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米
長
官
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米
長
官
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中
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囲
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米
長
官
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米
長
官
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米
長
官
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米
長
官
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官
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包
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長
官
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包
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米
長
官
、対
中
包
囲
網
訴
え

２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
共
同
）

ア
ス
ト
ロ
ズ
と
の
ダ
ブ
ル

ヘ
ッ
ダ
ー
第
２
試
合
の
７

回
、
２
点
二
塁
打
を
放
ち
滑

り
込
む
エ
ン
ゼ
ル
ス
・
大
谷

＝
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
（
共
同
）

イ
ン
デ
ィ
５
０
０
で
優
勝

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
記
者
会

見
す
る
佐
藤
琢
磨
（
共
同
）

北
朝
鮮
コ
ロ
ナ
対
策
「
欠
陥
」

ア
フ
リ
カ
で
ポ
リ
オ
根
絶
宣
言

中
国
に
カ
ナ
ダ
人
解
放
要
求

２
５
年
万
博
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

佐
藤
「
う
れ
し
い
の
一
言
」

正
恩
氏
、
党
会
議
で
克
服
指
示

野
生
株
、
ア
ジ
ア
２
カ
国
残
る

外
相
会
談
で
厳
し
い
応
酬
か

細
胞
つ
な
ぎ
、
命
の
輝
き
表
現

イ
ン
ディ
５
０
０
で
２
度
目
Ｖ

ミ
ス
続
発
で
航
空
法
規
定
へ

ア
メ
リ
カ
ン
、
政
府
支
援
次
第

空
港
検
査
、
拒
否
に
罰
則
も

米
航
空
大
手
１
万
９
千
人
減
も

款
に
定
め
て
実
施
し
て
い
る
。

検
査
員
が
乗
客
に
対
し
、
手

荷
物
を
開
け
た
り
、
機
内
へ

の
持
ち
込
み
制
限
品
を
廃
棄

し
た
り
す
る
よ
う
求
め
た
際
、

南
シ
ナ
海
に

米
偵
察
機

中
国
紙
「
挑
発
」
と
報
道

全

日

空

定
期
代
廃
止
へ

在
宅
普
及
で
実
費
精
算
に

大
谷
選
手

打
撃
マ
シ
ン
寄
贈

母
校
花
巻
東
の
女
子
野
球
部
に

持
ち
味
発
揮
、

自
賛
の
３
勝
目

野
村
、
監
督
誕
生
日
に
真
骨
頂

　
【
共
同
】
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
の
運
営
主
体

「
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
」

は
２
５
日
、
大
阪
市
で
記
者

会
見
し
「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
表
現

す
る
公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
発

表
し
た
。
最
終
候
補
５
作
品

の
う
ち
、
細
胞
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
赤
い
円
形
を
つ
な
げ
た

作
品
を
選
ん
だ
。
今
後
、
ポ

ス
タ
ー
や
グ
ッ
ズ
な
ど
に
活
用

し
て
機
運
醸
成
を
図
る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】　

米
国
伝
統
の
自
動
車
レ
ー
ス
、

第
１
０
４
回
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
５
０
０
マ
イ
ル
（
イ

ン
デ
ィ
５
０
０
）
で
３
年
ぶ

り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

た
４
３
歳
の
佐
藤
琢
磨
（
ホ

ン
ダ
）
が
２
５
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
記
者
会
見
し
「（
新
型

米大統領夫人、支持訴え

現
し
た
と
キ
リ
ス
ト
教
保
守

派
向
け
に
ア
ピ
ー
ル
。
新
型

コ
ロ
ナ
を
巡
り
中
国
に
強
硬

対
応
を
取
り
、
北
朝
鮮
の
金

　
【
共
同
】
国
土
交
通
省
は
、

テ
ロ
対
策
強
化
や
将
来
の
旅

客
増
加
を
見
据
え
、
こ
れ
ま

で
法
的
に
あ
い
ま
い
だ
っ
た
空

港
の
保
安
検
査
を
航
空
法
に

規
定
し
、
乗
客
ら
の
検
査
拒

否
に
罰
則
を
設
け
る
方
針
を

固
め
た
。
大
阪
（
伊
丹
）
や

羽
田
で
昨
年
、
検
査
員
が
刃

物
を
見
落
と
す
ミ
ス
が
続
発

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
再
発

防
止
策
の
検
討
を
進
め
て
い

た
。
来
年
の
通
常
国
会
へ
の

改
正
法
案
提
出
を
目
指
す
。

関
係
者
へ
の
取
材
で
２
６
日

分
か
っ
た
。

　

国
交
省
は
、
ミ
ス
が
相
次

い
だ
要
因
と
し
て
、
長
時
間

勤
務
な
ど
検
査
員
の
労
働
環

境
が
悪
い
こ
と
や
、
乗
客
か

ら
の
ク
レ
ー
ム
対
応
に
忙
殺

さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
る
と

分
析
。
乗
客
の
協
力
を
得
や

す
く
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
検

査
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、

保
安
検
査
の
法
制
化
が
必
要

だ
と
判
断
し
た
。
罰
則
の
具

体
的
な
内
容
や
対
象
と
す
る

行
為
、
乗
客
だ
け
で
な
く
空

港
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
ら
も
範
囲

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
航
空
最
大
手
の
ア
メ
リ
カ

ン
航
空
は
、
米
政
府
の
支
援

が
延
長
さ
れ
な
け
れ
ば
、
従

業
員
の
１
４
％
に
当
た
る

１
万
９
千
人
を
１
０
月
１
日

に
削
減
す
る
方
針
を
表
明
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
旅
客
需
要
の

低
迷
が
続
き
、
抜
本
的
な
合

理
化
が
避
け
ら
れ
な
い
情
勢

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

米
大
リ
ー
グ
は
２
５
日
、
各

地
で
行
わ
れ
、
エ
ン
ゼ
ル
ス

の
大
谷
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で

の
ア
ス
ト
ロ
ズ
と
の
ダ
ブ
ル

ヘ
ッ
ダ
ー
第
２
試
合
に
「
４

番
・
指
名
打
者
」
で
フ
ル
出

場
し
、
４
打
数
２
安
打
２
打

点
、
１
得
点
だ
っ
た
。
今
季

３
個
目
の
盗
塁
も
決
め
た
。

複
数
安
打
と
打
点
は
と
も
に

３
試
合
ぶ
り
。
チ
ー
ム
は

１
２
―
５
で
快
勝
し
た
。

　

第
１
試
合
は
「
５
番
・
指

名
打
者
」
で
フ
ル
出
場
し
、

２
打
数
無
安
打
、
１
得
点

１
四
球
だ
っ
た
。
チ
ー
ム
は

３
―
６
で
敗
れ
た
。

　

レ
イ
ズ
の
筒
香
は
オ
リ

オ
ー
ル
ズ
戦
に
「
８
番
・
左

翼
」
で
先
発
し
、
３
打
数

　
【
共
同
＝
松
坂
】
前
夜
か

ら
数
え
れ
ば
８
打
席
凡
退
が

続
い
て
い
た
。
同
点
の
九
回
、

１
死
一
塁
で
打
席
に
入
っ
た

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
中
村
晃

は
「
打
っ
て
い
な
く
て
む
か

つ
い
て
い
た
。
何
と
か
や
り

返
し
た
い
気
持
ち
」
と
、
守

護
神
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
闘
志

む
き
出
し
で
向
か
っ
た
。
２

ボ
ー
ル
か
ら
の
速
球
を
逃
さ

ず
捉
え
、
右
中
間
を
真
っ
二

つ
に
切
り
裂
く
と
、
代
走
の

牧
原
が
生
還
。
三
塁
に
走
り

な
が
ら
両
手
を
上
げ
、
喜
び

を
爆
発
さ
せ
た
。

　

チ
ー
ム
の
連
勝
を
４
に
伸

ば
し
、
貯
金
を
今
季
初
め
て

２
桁
に
乗
せ
る
一
振
り
。
体

調
不
良
と
両
膝
痛
を
発
症
し

て
出
遅
れ
た
が
、
７
月
１
１

日
に
復
帰
し
て
か
ら
は
持
ち

前
の
巧
打
で
首
位
争
い
の
立

役
者
に
な
っ
て
い
る
。「
最

近
は
塁
に
出
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
膝
の
調
子
が
良
い
」

と
冗
談
も
出
る
ほ
ど
表
情
は

明
る
い
。

　

２
０
１
５
年
４
月
２
２
日

の
楽
天
戦
を
押
し
出
し
四
球

で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
に
導
い
た

経
験
は
あ
る
が
、
バ
ッ
ト
で

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
決
め
た
こ

と
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン

で
は
な
か
っ
た
。「
初
め
て

だ
な
と
思
っ
た
。
良
い
で
す

ね
。
勝
て
た
の
が
一
番
」
と

素
直
な
思
い
を
口
に
す
る
。

工
藤
監
督
は
「
見
事
な
一
撃

だ
っ
た
」
と
頼
も
し
い
選
手

会
長
を
た
た
え
た
。

　

低
め
に
集
め
、
わ
ず
か
に

球
を
沈
ま
せ
て
バ
ッ
ト
の
芯

を
外
す
。
広
島
の
野
村
が
持

ち
味
を
凝
縮
し
た
投
球
を
見

せ
、
８
回
２
失
点
で
３
勝
目
。

「
球
数
を
少
な
く
、
ゴ
ロ
を

打
た
せ
て
取
る
投
球
が
で
き

た
」
と
自
賛
し
た
。

大谷が複数安打と盗塁

中村晃、闘志のサヨナラ打

筒香１安打、秋山無安打

貯金が今季初めて２桁に

と
す
る
か
な
ど
詰
め
の
作
業

を
急
ぐ
。

　

現
行
制
度
で
は
、
保
安
検

査
は
国
交
省
令
に
基
づ
き
、

各
航
空
会
社
が
旅
客
運
送
約

　
【
北
京
共
同
】
北
朝
鮮
の

朝
鮮
労
働
党
は
２
５
日
、

平
壌
で
政
治
局
拡
大
会
議

と
政
務
局
会
議
を
開
催
、

金
正
恩
党
委
員
長
が
出
席

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
入
阻
止
の
た
め

の
防
疫
活
動
で
「
欠
陥
」

が
表
れ
て
い
る
と
し
、
問

題
克
服
に
向
け
た
対
策
の

強
化
を
指
示
し
た
。
朝
鮮

中
央
通
信
が
２
６
日
伝
え

た
。

　
「
欠
陥
」
の
具
体
的
な
内

容
は
不
明
。
北
朝
鮮
は
約

７
カ
月
に
わ
た
り
国
境
封

鎖
を
続
け
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
国
内
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
例
の
発
表
は
な
い
。

韓
国
か
ら
ひ
そ
か
に
戻
っ

た
元
脱
北
者
に
感
染
の
疑

い
が
あ
る
と
し
て
７
月
下

旬
に
南
西
部
開
城
市
の
封

鎖
措
置
を
取
っ
た
が
、
今

　
【
共
同
】世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
は
２
５
日
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
で
野
生
株
の
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
終
息
し
、
ア
フ
リ

カ
大
陸
か
ら
の
根
絶
を
宣
言

し
た
。
ア
フ
リ
カ
で
野
生
株
ウ

イ
ル
ス
最
後
の
流
行
国
だ
っ
た

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
、
過
去
４
年

間
に
確
認
さ
れ
ず
終
息
し
た

と
判
断
。
感
染
が
続
く
の
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ

ン
の
２
カ
国
に
な
っ
た
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
モ
エ
テ
ィ
・
ア
フ

リ
カ
地
域
事
務
局
長
は
「
画

期
的
な
節
目
だ
」
と
評
価
し

た
。
一
方
、
ワ
ク
チ
ン
由
来
の

ウ
イ
ル
ス
が
引
き
起
こ
す
感
染

は
、
ア
フ
リ
カ
各
国
で
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　
【
北
京
共
同
】カ
ナ
ダ
の
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
外
相
は
２
５
日
、

訪
問
先
の
イ
タ
リ
ア
で
中
国
の

王
毅
国
務
委
員
兼
外
相
と
会

談
し
、
中
国
当
局
が
国
家
機

密
を
探
っ
た
罪
な
ど
で
起
訴
し

た
カ
ナ
ダ
人
２
人
の
解
放
を

求
め
た
。
一
方
、
王
氏
は
カ
ナ

ダ
が
通
信
機
器
大
手
、
華
為

技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
の
孟

晩
舟
副
会
長
を
拘
束
し
た
こ

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と

の
首
脳
会
談
で
緊
張
を
緩
和

さ
せ
た
と
称
賛
し
た
。

　

メ
ラ
ニ
ア
夫
人
は
ス
ロ
ベ

ニ
ア
出
身
の
元
モ
デ
ル
。
ト

ラ
ン
プ
氏
の
３
番
目
の
妻
で

２
０
０
５
年
に
結
婚
し
、
翌

年
米
国
籍
を
取
得
し
た
。
ト

ラ
ン
プ
氏
と
の
間
に
息
子
バ

ロ
ン
さ
ん
（
１
４
）
が
い
る
。

言
し
て
お
り
、
安
全
保
障
面

へ
の
影
響
が
注
目
さ
れ
る
。

　

寄
稿
で
エ
ス
パ
ー
氏
は
、

人
民
解
放
軍
が
ミ
サ
イ
ル
や

サ
イ
バ
ー
能
力
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
軍
事
力
が

高
ま
れ
ば
中
国
共
産
党
が
望

む
「
一
方
的
な
世
界
シ
ス
テ

ム
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
警
戒
感
を
示
し
た
。

　

中
国
に
対
抗
し
て
自
由
で

開
か
れ
た
世
界
シ
ス
テ
ム
を

守
る
た
め
に
「
共
産
党
の
有

害
な
政
策
を
手
助
け
し
な
い

よ
う
、
全
て
の
国
に
人
民
解

放
軍
と
の
関
係
を
精
査
し
、

縮
小
す
る
こ
と
を
促
す
」
と

述
べ
た
。

　

米
国
は
中
国
と
の
大
国
間

　

リ
ー
ド
を
許
す
民
主
党
候

補
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領

（
７
７
）
を
追
い
上
げ
る
た

め
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
獲
得

に
苦
労
す
る
女
性
票
の
取
り

込
み
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。

ト
ラ
ン
プ
氏
ら
が
メ
ラ
ニ
ア

夫
人
の
演
説
を
見
守
っ
た
。

　

夫
人
は
「
最
高
の
経
済
と

最
強
の
国
に
す
る
た
め
、
今

こ
そ
夫
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要
だ
」
と
強
調
。
ト
ラ

ン
プ
氏
の
自
由
奔
放
な
言
動

に
つ
い
て
「
感
情
を
隠
さ
な

い
。
好
き
か
嫌
い
か
に
か
か

わ
ら
ず
、
何
を
考
え
て
い
る

か
分
か
る
」
と
擁
護
し
た
。

　

４
年
前
の
前
回
党
大
会
で

演
説
し
た
際
に
は
、
当
時

の
ミ
シ
ェ
ル
・
オ
バ
マ
大
統

領
夫
人
の
過
去
の
演
説
か
ら

盗
用
し
た
疑
惑
が
持
ち
上
が

り
、
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
が

事
実
上
認
め
て
謝
罪
。
今
回

は
挽
回
の
意
味
も
あ
る
。

　

メ
ラ
ニ
ア
夫
人
は
、
大
統

領
補
佐
官
と
し
て
表
舞
台
で

活
動
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の
長

女
イ
バ
ン
カ
氏
（
３
８
）
に

比
べ
露
出
は
控
え
め
。
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
に
よ
る

と
、ト
ラ
ン
プ
選
対
か
ら
は
、

選
挙
運
動
へ
の
積
極
的
な
関

与
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
演

説
に
は
、
公
的
施
設
の
政
治

利
用
と
批
判
も
出
て
い
る
。

　

２
５
日
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の

次
男
エ
リ
ッ
ク
氏
（
３
６
）、

次
女
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
さ
ん

（
２
６
）
も
演
説
。
ポ
ン
ペ

オ
国
務
長
官
は
訪
問
先
の
イ

ス
ラ
エ
ル
か
ら
録
画
で
演
説

し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
米
大
使

館
の
エ
ル
サ
レ
ム
移
転
を
実

　
【
北
京
共
同
】
中
国
共
産

党
機
関
紙
、
人
民
日
報
系

の
環
球
時
報
（
電
子
版
）
に

よ
る
と
、
米
軍
の
偵
察
機
が

２
６
日
午
前
、
南
シ
ナ
海
の

上
空
を
飛
行
し
た
。
同
紙
は

中
国
の
軍
事
演
習
に
合
わ
せ
た

「
挑
発
」
だ
と
報
じ
た
。

　

中
国
軍
は
南
部
、
海
南
島

近
く
の
海
域
で
訓
練
を
実
施

中
で
、
米
偵
察
機
は
こ
の
近
く

の
上
空
に
飛
来
し
た
と
い
う
。

　

一
方
、
中
国
国
防
省
は

　
【
共
同
】
全
日
本
空
輸
が

１
０
月
か
ら
社
員
へ
の
通
勤

定
期
券
代
支
給
を
取
り
や

め
、
実
費
精
算
に
切
り
替

え
る
方
針
を
固
め
た
こ
と
が

２
５
日
、
分
か
っ
た
。
事
務

職
を
中
心
に
在
宅
勤
務
な
ど

の
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
た

　
【
共
同
】
米
大
リ
ー
グ
・
エ

ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
選
手

が
今
年
４
月
に
創
部
し
た
母

校
、
花
巻
東
高
（
岩
手
県
花

巻
市
）
の
女
子
硬
式
野
球
部

に
打
撃
マ
シ
ン
１
台
を
贈
り

２
６
日
、
練
習
で
初
め
て
使

用
さ
れ
た
。
マ
シ
ン
は
「
Ｏ

ｈ
ｔ
ａ
ｎ
ｉ　

Ｓ
ｈ
ｏ
ｈ
ｅ

ｉ
」
と
書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト

付
き
で
、
直
球
や
変
化
球
の

　

円
や
楕
円
な
ど
形
状
や

大
き
さ
が
異
な
る
細
胞
が
環

状
に
連
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
、
７
０
年
万
博
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
桜
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
愛
ら
し
い
目
の
よ
う
な

細
胞
核
が
特
徴
。
環
状
の
内

側
の
形
は
大
阪
府
や
関
西
を

表
し
た
。

　

作
成
し
た
の
は
、
大
阪
市

の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の
メ
ン

バ
ー
ら
に
よ
る
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」。
代
表
の
シ

マ
ダ
タ
モ
ツ
さ
ん（
５
５
）は
、

７
０
年
万
博
の
象
徴
で
あ
る

故
岡
本
太
郎
作
の
太
陽
の
塔

を
挙
げ
「
強
烈
に
印
象
に
残
っ

て
い
て
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

表
現
し
た
か
っ
た
。
こ
の
ロ
ゴ

が
万
博
の
顔
に
な
る
の
が
最

高
に
う
れ
し
い
」
と
涙
な
が

ら
に
語
っ
た
。

　

選
考
委
員
会
座
長
の
建
築

家
安
藤
忠
雄
氏
は
発
表
に
当

た
り
「
今
ま
で
の
ロ
ゴ
は
左

右
対
称
で
安
定
し
て
い
る
が
、

違
っ
た
方
向
を
向
い
て
予
定

調
和
で
は
な
い
。
大
阪
ら
し

い
楽
し
さ
も
あ
り
、
新
し
い

拒
否
や
苦
情
を
受
け
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、
暴
力
を
振
る
わ

れ
る
事
例
も
あ
っ
た
。

　

国
交
省
は
昨
年
の
ミ
ス
を

き
っ
か
け
に
検
査
環
境
の
抜

本
的
な
見
直
し
が
不
可
欠
と

判
断
。
今
年
６
月
、
航
空
政

策
の
専
門
家
や
業
界
関
係
者

ら
で
構
成
す
る
有
識
者
会
議

を
立
ち
上
げ
、
改
善
策
を
議

論
し
て
き
た
。

月
１
３
日
に
解
除
を
決
め

た
。

　

朝
鮮
半
島
に
近
づ
い
て

い
る
台
風
８
号
へ
の
対
応

に
つ
い
て
も
協
議
。
金
正

恩
氏
は
人
命
被
害
を
防
ぎ
、

農
作
物
へ
の
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
重
要

だ
と
強
調
し
た
。
北
朝
鮮

で
は
豪
雨
被
害
が
続
い
て

お
り
、
食
糧
不
足
の
深
刻

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

政
策
執
行
機
関
で
あ
る

政
務
局
の
会
議
で
は
、
来

年
１
月
の
党
大
会
に
向
け

て
準
備
委
員
会
を
組
織
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

２
６
日
付
の
党
機
関
紙
、

労
働
新
聞
は
政
治
局
拡
大

会
議
を
主
宰
す
る
金
正
恩

氏
の
写
真
を
掲
載
。
朝
鮮

中
央
テ
レ
ビ
は
２
６
日
午

前
か
ら
動
画
を
放
送
し
た
。

い
ず
れ
も
妹
の
金
与
正
党

第
１
副
部
長
の
姿
は
確
認

さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｅ
Ｏ
）
は
従
業
員
へ
の
通
知

で
、
政
府
支
援
に
関
し
「
問

題
は
９
月
末
に
は
ウ
イ
ル

ス
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で

き
、
航
空
需
要
も
戻
る
と
想

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
」
と

指
摘
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行

が
続
く
現
状
を
踏
ま
え
、
支

援
延
長
の
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
は
昨
年

末
時
点
で
従
業
員
が

１
３
万
３
７
０
０
人
い
た

が
、
今
年
１
０
月
以
降
は
少

な
く
と
も
４
万
人
を
減
ら
す

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

既
に
１
万
２
５
０
０
人
が

早
期
退
職
に
応
じ
た
ほ
か
、

１
万
１
千
人
は
自
主
的
な
無

給
休
暇
に
入
る
。
さ
ら
に

１
万
９
千
人
を
一
時
解
雇
や

強
制
的
な
無
給
休
暇
の
対
象

と
す
る
。
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２
５
日
、「
北
部
戦
区
」
で

実
弾
演
習
の
た
め
設
定
し
た

飛
行
禁
止
区
域
に
米
偵
察
機

が
侵
入
し
た
と
発
表
。
こ
れ

に
つ
い
て
中
国
外
務
省
の
趙

立
堅
副
報
道
局
長
は
２
６
日

の
記
者
会
見
で
「
あ
か
ら
さ

ま
な
挑
発
行
為
だ
」
と
米
国

を
非
難
し
た
。

だ
。
米
メ
デ
ィ
ア
が
２
５
日

伝
え
た
。

　

政
府
の
金
融
支
援
と
引
き

換
え
に
交
わ
し
た
雇
用
維
持

の
約
束
が
９
月
末
で
切
れ
る

が
、
航
空
会
社
の
支
援
延
長

を
巡
る
与
野
党
協
議
は
１
１

月
の
米
大
統
領
選
の
思
惑
も

絡
ん
で
難
航
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
パ
ー

カ
ー
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ

　

ポ
リ
オ
は
口
か
ら
入
る
ウ

イ
ル
ス
が
神
経
を
侵
し
、
手

足
な
ど
を
ま
ひ
さ
せ
る
病
気
。

５
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
か
か

り
や
す
く
、
ま
ひ
は
一
生
残
る

こ
と
も
あ
る
。

　

日
本
で
は
１
９
６
０
年
に

５
千
人
以
上
が
感
染
す
る

な
ど
、
世
界
各
地
で
流
行
し

た
。
有
効
な
治
療
法
は
な
い

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
予
防
が

進
ん
だ
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、

８
８
年
に
約
３
５
万
人
だ
っ
た

野
生
株
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
、

２
０
１
８
年
に
３
３
人
ま
で

減
っ
た
。

と
を
非
難
。
厳
し
い
応
酬
が

あ
っ
た
も
よ
う
だ
。
両
国
政
府

が
２
６
日
ま
で
に
発
表
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
人
２
人
は
、
カ
ナ

ダ
外
務
省
を
休
職
中
だ
っ
た

２
０
１
８
年
に
拘
束
さ
れ
た

マ
イ
ケ
ル
・
コ
ブ
リ
グ
氏
と
企

業
家
の
マ
イ
ケ
ル
・
ス
パ
バ
氏
。

拘
束
は
、
カ
ナ
ダ
が
孟
氏
を

拘
束
し
た
こ
と
へ
の
中
国
の
報

復
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

カ
ナ
ダ
政
府
に
よ
る
と
、
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
氏
は
会
談
で
２
人

の
解
放
が
最
優
先
事
項
と
の

立
場
を
伝
え
た
。
ロ
イ
タ
ー

通
信
に
よ
る
と
、
香
港
問
題

も
取
り
上
げ
た
。

　

中
国
政
府
に
よ
る
と
、
王

氏
は
カ
ナ
ダ
が
米
国
で
起
訴

さ
れ
た
孟
氏
を
拘
束
し
た
こ

と
を
念
頭
に
、
両
国
関
係
が

深
刻
な
困
難
に
直
面
し
て
い

る
と
強
調
。
孟
氏
の
釈
放
を

重
ね
て
要
求
し
た
と
み
ら
れ

る
。
中
国
側
の
発
表
は
、
カ

ナ
ダ
人
２
人
の
解
放
要
求
に

つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。

時
代
を
切
り
開
こ
う
と
す
る

意
志
が
あ
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
た
。

　

ロ
ゴ
は
募
集
で
集
ま
っ
た

５
８
９
４
作
品
の
中
か
ら
５

候
補
に
絞
ら
れ
、
一
般
の
意

見
公
募
を
踏
ま
え
て
選
考
委

員
会
が
決
定
し
た
。
当
初
は

今
春
に
公
表
予
定
だ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
遅
れ
て
い
た
。

　

万
博
会
場
は
人
工
島・夢
洲

（
大
阪
市
此
花
区
）
に
設
け

ら
れ
、
４
月
１
３
日
〜
１
０

月
１
３
日
に
開
催
さ
れ
る
。

１
安
打
で
途
中
交
代
し
た
。

チ
ー
ム
は
４
―
２
で
勝
っ
た
。

　

レ
ッ
ズ
の
秋
山
は
ブ
ル

ワ
ー
ズ
戦
に
「
６
番
・
中
堅
」

で
先
発
し
、
３
打
数
無
安
打

で
途
中
交
代
し
た
。
チ
ー
ム

は
２
―
３
で
４
連
敗
。

　

マ
リ
ナ
ー
ズ
の
平
野
は
パ

ド
レ
ス
戦
の
６
―
３
の
六
回

に
２
番
手
で
登
板
し
、
１
回

を
無
安
打
無
失
点
、
１
四
球

だ
っ
た
。
チ
ー
ム
は
８
―
３

で
４
連
勝
と
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ッ
ク
ス
の
ジ

オ
リ
ト
は
パ
イ
レ
ー
ツ
戦

で
メ
ジ
ャ
ー
今
季
初
の
ノ
ー

ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し

た
。

球
種
調
整
が
可
能
。
選
手
た

ち
は
早
速
、
打
撃
練
習
に
臨

ん
だ
。

　

２
年
生
の
河
野
瑠
生
主
将

（
１
６
）
は
「
偉
大
な
先
輩

か
ら
の
贈
り
物
で
う
れ
し
い
」

と
声
を
弾
ま
せ
た
。

　

三
鬼
賢
常
監
督
に
よ
る

と
、
部
員
が
１
３
人
と
少
な

い
た
め
、
マ
シ
ン
導
入
で
よ

り
効
率
的
な
練
習
が
可
能
に

な
る
と
い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
本

年
度
内
は
公
式
戦
出
場
を
見

送
る
方
針
で
、
練
習
試
合
を

重
ね
経
験
を
積
む
考
え
だ
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
）
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
で
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
を
届
け
ら
れ
た
。
と
て
も

う
れ
し
い
。
そ
の
一
言
し
か
な

い
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　
イ
ン
デ
ィ
カ
ー
・
シ
リ
ー
ズ

４
９
勝
の
ス
コ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク

ソ
ン
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ホ
ン
ダ
）
を
逆
転
し
て
逃
げ

切
っ
た
展
開
を
「
ほ
ぼ
理
想

に
近
い
。
余
裕
を
持
っ
て
レ
ー

ス
を
運
べ
た
」
と
自
賛
。「
車

の
バ
ラ
ン
ス
を
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

に
近
い
状
態
に
も
っ
て
い
け

た
。
チ
ー
ム
の
力
が
も
の
す

ご
く
大
き
か
っ
た
」
と
感
謝

し
た
。

　

最
終
周
に
ス
ピ
ン
し

て
優
勝
に
届
か
な
か
っ
た

２
０
１
２
年
も
現
在
と
同
じ

レ
イ
ホ
ー
ル
・
レ
タ
ー
マ
ン
・

ラ
ニ
ガ
ン
・
レ
ー
シ
ン
グ
所

属
。
復
帰
３
年
目
で
そ
の
時

の
悔
し
さ
を
晴
ら
し
「
チ
ー

ム
が
こ
の
１
勝
を
ど
れ
だ
け

楽
し
み
に
し
て
い
た
か
」
と

喜
ん
だ
。
イ
ン
デ
ィ
５
０
０

で
２
０
人
目
の
複
数
回
優
勝

者
と
な
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
は
「
偉

大
な
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
の
中

に
自
分
が
入
る
な
ん
て
夢
に

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
実

感
を
込
め
た
。

た
め
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
悪
化
し
た
業

績
の
立
て
直
し
に
向
け
、
固

定
費
を
削
減
す
る
狙
い
も
あ

る
。

　

同
様
の
措
置
は
日
本
航
空

も
５
月
に
導
入
し
た
ほ
か
、

富
士
通
や
カ
ル
ビ
ー
で
も
実

施
し
て
い
る
。
多
く
の
会
社

員
に
と
っ
て
当
然
だ
っ
た
通
勤

定
期
券
代
を
廃
止
す
る
動
き

は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
働
き
方

の
変
化
を
映
し
出
し
て
い
る
。
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日本プロ野球順位表（共同）

　
【
共
同
】
熊
本
県
の
蒲
島
郁
夫
知
事
は
２
６
日
の
記
者
会
見
で
、
７
月
の
豪
雨

で
氾
濫
し
た
球
磨
川
の
治
水
対
策
を
巡
り
「
川
辺
川
ダ
ム
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
」

と
述
べ
た
。
蒲
島
氏
は
２
０
０
８
年
、
球
磨
川
の
支
流
に
建
設
予
定
だ
っ
た
川
辺

川
ダ
ム
計
画
に
反
対
を
表
明
、
民
主
党
政
権
下
の
国
が
中
止
方
針
を
示
し
た
経
緯

が
あ
る
が
、
事
実
上
転
換
し
た
。

「川辺川ダムも選択肢」
る
見
通
し
だ
。

　

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
伴
う
今

年
末
ま
で
の
激
変
緩
和
の
移
行

期
間
を
過
ぎ
る
と
、
日
欧
Ｅ
Ｐ

Ａ
の
低
関
税
の
恩
恵
が
な
く
な

り
、
英
国
産
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
の

関
税
は
上
が
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。
英
国
は
優
遇
措
置
を
求

め
た
が
、
日
本
は
農
産
品
に
関

し
て
英
国
産
を
優
遇
す
る
新
た

な
輸
入
枠
は
設
け
な
い
姿
勢
を

崩
さ
ず
、
交
渉
が
続
い
て
き
た
。

　

両
政
府
は
既
に
大
半
の
分
野

で
実
質
合
意
し
て
い
る
。
日
本

か
ら
輸
出
す
る
自
動
車
に
か
か

る
関
税
は
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
準

じ
た
形
で
段
階
的
に
削
減
す
る

方
向
だ
。
関
係
者
に
よ
る
と
、

茂
木
敏
充
外
相
と
ト
ラ
ス
英

国
際
貿
易
相
が
２
８
日
に
も
テ

レ
ビ
会
議
形
式
で
協
議
す
る
。

た
だ
交
渉
が
難
航
す
れ
ば
、
日

程
は
後
ず
れ
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
茂
木
氏
は
今
月
末
ま
で
の

協
定
の
大
筋
合
意
を
目
指
す

と
表
明
し
て
い
た
。

　

英
国
産
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
を

巡
っ
て
は
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
規

定
で
低
関
税
率
が
適
用
さ
れ
る

年
間
の
Ｅ
Ｕ
産
チ
ー
ズ
輸
入

数
量
枠
に
余
り
が
出
た
場
合

に
、
そ
の
範
囲
で
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
氾
濫
で
甚
大
な
被
害
が
出

た
こ
と
か
ら
、
流
域
自
治
体

を
中
心
に
川
辺
川
ダ
ム
建
設

中
止
の
再
考
を
求
め
る
声
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

経
団
連
の
山
内
隆
司
副
会

長
（
大
成
建
設
会
長
）
は
今

年
７
月
、
豪
雨
被
害
に
関
し
、

蒲
島
氏
が
ダ
ム
計
画
に
反
対

し
た
経
緯
を
念
頭
に
「
一
種
人

災
の
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も

承
知
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
批
判
し
て
い
た
。

　

２
５
日
に
県
庁
で
開
か
れ

た
国
や
県
に
よ
る
豪
雨
被
害

検
証
委
員
会
で
、
国
土
交
通

省
は
川
辺
川
ダ
ム
が
建
設
さ

れ
て
い
れ
ば
球
磨
川
の
流
量
が

４
割
程
度
抑
制
さ
れ
、
被
害

を
軽
減
で
き
た
と
す
る
推
定

結
果
を
公
表
。
蒲
島
氏
は
今

回
の
豪
雨
を
受
け
、
球
磨
川

流
域
の
治
水
対
策
を
再
検
討

す
る
方
針
を
示
し
て
い
た
。

　

蒲
島
氏
は
２
６
日
の
記
者

会
見
で
「
ダ
ム
の
洪
水
調
整

機
能
は
河
川
工
学
的
に
大
き

い
」
と
指
摘
。
過
去
の
反
対

表
明
に
関
し
て
は
「
未
来
永

劫
正
し
い
か
は
歴
史
が
決
め

る
。
新
た
な
経
験
や
、
気
象

状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
新

た
な
決
断
を
下
す
こ
と
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

　

検
証
委
員
会
で
国
交
省
が

示
し
た
推
計
で
は
、
ピ
ー
ク
時

の
流
量
は
、
人
吉
市
内
で
毎

秒
７
５
０
０
ト
ン
。
川
辺
川

ダ
ム
で
調
整
し
た
と
仮
定
し

た
場
合
、
約
４
割
抑
制
し
て

４
７
０
０
ト
ン
だ
っ
た
。
次
回

の
会
合
で
浸
水
面
積
や
河
川

水
位
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
な

ど
詳
細
な
推
計
結
果
が
出
る

予
定
。

　

７
月
の
豪
雨
で
は
球
磨
川

　
【
共
同
】
日
英
両
政
府
が
新

た
な
貿
易
協
定
で
、
英
国
産

の
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
の
関
税
に
つ

い
て
、
日
本
が
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
結
ぶ
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
か
ら
の
輸
入
と

同
等
の
低
水
準
に
抑
え
る
仕

組
み
を
導
入
す
る
方
向
で
調

整
に
入
っ
た
こ
と
が
２
６
日
、

分
か
っ
た
。
課
題
と
し
て
残
さ

れ
た
チ
ー
ズ
分
野
を
ま
と
め
、

両
政
府
は
近
く
大
筋
合
意
す 治

水
巡
り
方
針
転
換

豪
雨
被
害
検
証
委
員
会

持
続
化
給
付
金
を
詐
取
容
疑

愛
知
県
警
、指
南
役
ら
逮
捕

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
収
入
が
前

年
同
月
比
で
半
減
し
た
個
人

事
業
主
に
対
し
、
国
が
最
大

１
０
０
万
円
を
支
給
す
る
持

続
化
給
付
金
を
だ
ま
し
取
っ

た
と
し
て
、
愛
知
県
警
捜
査

２
課
な
ど
は
２
６
日
、
詐
欺

の
疑
い
で
、
名
古
屋
市
中

区
新
栄
２
の
４
６
の
１
、
会

社
役
員
守
屋
涼
斗
容
疑
者

（
２
６
）
ら
男
３
人
を
逮
捕
し

た
。

　

捜
査
関
係
者
や
同
課
に
よ

る
と
、
守
屋
容
疑
者
が
主
導

し
て
不
正
申
請
を
代
行
、
指

南
し
、
一
部
を
手
数
料
と
し

て
受
け
取
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
口
コ
ミ
で
愛
知
や
長

野
、
岐
阜
、
三
重
各
県
の
フ

リ
ー
タ
ー
や
大
学
生
ら
に
広

日
は
非
常
に
元
気
で
、
普
段

と
変
わ
り
な
い
様
子
で
さ
ま

ざ
ま
な
指
示
を
頂
い
た
」
と

述
べ
た
。
菅
義
偉

官
房
長
官
も
記
者

会
見
で
「
毎
日
お

目
に
か
か
っ
て
見
て

い
て
も
、
お
変
わ

り
は
な
い
」
と
強

調
し
た
。

　

西
村
氏
は
「
引

き
続
き
体
調
管
理

を
し
っ
か
り
と
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
も
語
っ

た
。
野
党
会
派
で
無
所
属
の

今
井
雅
人
氏
へ
の
答
弁
。

　

首
相
は
２
６
日
午
前
１
０

時
４
０
分
に
東
京
・
富
ケ
谷

の
私
邸
を
出
発
し
、
１
０
時

５
６
分
に
官
邸
に
到
着
。
連

日
の「
午
前
出
勤
」
と
な
っ
た
。

２
８
日
に
記
者
会
見
を
開
く

方
向
で
調
整
し
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
説

明
す
る
方
針
。
自
身
の
体
調

に
も
言
及
す
る
と
み
ら
れ
る
。

知
事
が
勧
告
す
る
。

　

県
提
出
の
条
例
案
は
、
知

事
が
使
用
停
止
を
指
示
で
き

る
と
し
て
い
た
が
、審
議
で「
営

業
の
自
由
の
制
限
に
な
り
か
ね

な
い
」
と
の
指
摘
が
出
た
。
平

井
知
事
は
公
共
の
福
祉
が
優

先
さ
れ
る
と
指
摘
し
「
ク
ラ
ス

タ
ー
に
限
れ
ば
、
ぎ
り
ぎ
り
成

り
立
つ
の
で
は
な
い
か
」
と
答

弁
し
た
が
、
議
員
側
の
提
案

熊
本

知
事

日
英
協
定
、近
く
大
筋
合
意

ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
に
低
関
税
へ

貿
易
交
渉
、Ｅ
Ｕ
並
み
に

　
【
共
同
】
菅
義
偉
官
房
長

官
は
２
６
日
の
記
者
会
見
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
一
時
的
に
入
手
が
困
難

に
な
っ
た
使
い
捨
て
な
ど
の
マ

ス
ク
に
つ
い
て
、
８
月
の
国
内

供
給
量
が
１
０
億
枚
程
度
と

な
る
見
込
み
だ
と
明
ら
か
に
し

た
。
こ
の
う
ち
国
内
生
産
分

は
５
割
程
度
と
い
う
。

　

菅
氏
は
「
現
時
点
で
国
内

の
需
給
状
況
が
逼
迫
し
て
い
る

状
況
に
は
な
い
」
と
説
明
し
た

上
で
「
有
事
に
際
し
て
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
生
産
体
制
を

マ
ス
ク
供
給
、

月
10
億
枚
程
度

官
房
長
官
、輸
入
先
多
様
化
も

　
【
共
同
】
東
京
都
が
お
台
場

に
整
備
し
た
「
東
京
国
際
ク

ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
完
成

し
、
２
６
日
に
関
係
者
向
け

の
内
覧
会
で
お
披
露
目
さ
れ

た
。
大
型
客
船
が
停
泊
で
き
、

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
合
わ
せ
て
東
京
の
新
た
な
海

の
玄
関
口
と
な
る
は
ず
だ
っ
た

東
京
の
新
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル

寄
港
予
定
な
し
…
寂
し
い
船
出

当
初
の
目
算
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
一
変

し
、
開
業
は
９
月

１
０
日
に
延
期
。

当
面
は
寄
港
の
予

定
も
な
く
、
寂
し

い
船
出
に
な
り
そ

う
だ
。

　
「
コ
ロ
ナ
の
た
め

に
ク
ル
ー
ズ
船
を

楽
し
む
状
況
に
は

な
っ
て
い
な
い
が
、

い
ず
れ
の
時
点
か

に
多
く
の
方
を
お

迎
え
で
き
る
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
」。
２
６
日
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
を
視
察
し
た
小
池
百

合
子
知
事
は
報
道
陣
に
展
望

を
語
っ
た
。

　

都
に
よ
る
と
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整
備
費
は
約
３
９
０
億
円
。

２
０
万
ト
ン
を
超
え
る
世
界

最
大
級
の
客
船
に
も
対
応
で
き

る
。
２
０
１
５
年
に
着
工
し
、

今
年
６
月
に
完
成
し
た
。
当

初
予
定
し
て
い
た
７
月
１
４
日

の
開
業
は
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
客
船
が
来
な
く
な
り
延
期

に
。
現
在
は
開
業
に
合
わ
せ
て

ク
ル
ー
ズ
船
「
に
っ
ぽ
ん
丸
」

が
停
泊
し
て
い
る
が
、
そ
の
後

三
首
相
の
健
康
状
態
に
つ
い
て

「
先
週
、
先
々
週
は
少
し
疲

れ
た
感
じ
も
あ
っ
た
が
、
２
５

　
【
共
同
】
西
村
康
稔
経
済

再
生
担
当
相
は
２
６
日
の
衆

院
内
閣
委
員
会
で
、
安
倍
晋

西
村
氏「
首
相
非
常
に
元
気
」

疲
労
か
ら
回
復
と
強
調

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相
は

２
６
日
、
小
泉
進
次
郎
環
境

相
と
官
邸
で
会
い
、
イ
ン
ド
洋

の
島
国
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
沖
で
発

生
し
た
日
本
の
貨
物
船
の
重

油
流
出
事
故
に
関
し
、
油
の

除
去
や
環
境
保
護
に
向
け
て

関
係
省
庁
で
連
携
し
て
支
援

す
る
よ
う
指
示
し
た
。
面
会

後
、
小
泉
氏
が
記
者
団
に
明

ら
か
に
し
た
。

　

小
泉
氏
は
、
現
地
に
派
遣

し
た
緊
急
援
助
隊
か
ら
の
報

告
を
首
相
に
説
明
。
首
相
は

小
泉
氏
に
「
日
本
と
し
て
で
き

る
支
援
を
全
力
で
や
っ
て
い
こ

う
」
と
述
べ
、政
府
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
考
え
を
示
し
た
。

首
相
、
重
油
流

出
で
支
援
指
示

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
事
故
巡
り

ま
り
、
約
４
０
０
人
が
不
正

申
請
に
関
与
し
た
疑
い
が

あ
り
、
不
正
受
給
額
は
総
額

４
億
円
に
上
る
可
能
性
が
あ

る
と
み
て
、
全
容
解
明
を
急

ぐ
。

　

給
付
金
は
支
給
ス
ピ
ー
ド

を
重
視
し
、
手
続
き
を
簡
略

化
し
た
た
め
、
不
正
受
給
が

横
行
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
る

と
し
て
、
国
や
警
察
当
局
が

監
視
を
強
め
て
い
る
。

　

他
に
逮
捕
さ
れ
た
の
は
同

市
瑞
穂
区
西
ノ
割
町
２
の
２

の
２
、
会
社
役
員
杉
本
雅
彦

容
疑
者
（
４
１
）、
同
市
北
区

大
曽
根
４
の
１
９
の
１
８
、

自
称
仲
介
業
藤
井
暉
大
容
疑

者（
２
５
）。
同
課
に
よ
る
と
、

杉
本
容
疑
者
は
容
疑
を
認
め
、

他
２
人
は
否
認
し
て
い
る
。

　

逮
捕
容
疑
は
、
共
謀
の

上
、
藤
井
容
疑
者
の
４
月
の

事
業
収
入
が
前
年
同
月
比
で

５
０
％
以
下
の
１
０
万
円
ま

で
減
少
し
た
な
ど
と
す
る
虚

偽
の
内
容
を
５
月
１
３
日
ご

ろ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

請
し
、
５
月
２
０
日
に
持
続

化
給
付
金
１
０
０
万
円
を
藤

井
容
疑
者
の
口
座
に
振
り
込

ま
せ
、
だ
ま
し
取
っ
た
疑
い
。

　

事
件
関
係
者
か
ら
警
察
に

不
正
受
給
に
関
す
る
相
談
が

あ
っ
た
。

　

持
続
化
給
付
金
は
新
型
コ

ロ
ナ
で
収
入
が
前
年
同
月

か
ら
半
減
し
た
場
合
、
中

小
企
業
に
は
最
大
２
０
０
万

円
、
個
人
事
業
主
に
は
最
大

１
０
０
万
円
を
国
が
支
給
す

る
制
度
。
収
入
の
比
較
の
た

め
原
則
、
昨
年
分
の
確
定
申

告
が
必
要
で
、
国
税
庁
は
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
で
期
限
を
延

長
し
て
い
る
。

の
低
関
税
率
を
課
し
た
と
み
な

す
方
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
業
者
に
は
、
輸
入
時
に

支
払
っ
た
関
税
と
の
差
額
を
還

付
す
る
。
こ
の
仕
組
み
で
は
従

来
と
同
水
準
の
関
税
率
が
維

持
さ
れ
る
た
め
、
日
本
へ
の
影

響
は
限
ら
れ
る
。

　

英
国
産
は
「
世
界
三
大
ブ

ル
ー
チ
ー
ズ
」
に
数
え
ら
れ
る

「
ス
テ
ィ
ル
ト
ン
」
が
有
名
。

だ
が
、
２
０
１
９
年
度
に

輸
入
し
た
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
約

１
１
９
２
ト
ン
の
う
ち
英
国

産
は
２
％
の
約
２
７
ト
ン
で
、

全
体
の
過
半
を
占
め
る
イ
タ
リ

構
築
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と

強
調
。
今
後
も
国
内
生
産
能

力
を
高
め
て
い
く
ほ
か
、
中
国

へ
の
依
存
度
が
高
い
輸
入
先
の

多
様
化
を
目
指
す
考
え
も
示

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
前

は
国
内
流
通
分
の
約
７
割
を

中
国
か
ら
の
輸
入
品
が
占
め
て

い
た
が
、
輸
入
が
一
時
ほ
ぼ
途

絶
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
需
要
急

増
に
対
応
で
き
ず
、
マ
ス
ク
不

足
の
要
因
と
な
っ
た
。
政
府
は

企
業
に
国
内
で
の
マ
ス
ク
生
産

を
促
す
た
め
の
補
助
事
業
を

用
意
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

約
４
０
件
が
採
択
さ
れ
た
と

い
う
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
４
月
１

日
、
全
世
帯
に
布
マ
ス
ク
を
２

枚
ず
つ
配
る
と
表
明
。政
府
は
、

マ
ス
ク
不
足
の
緩
和
に
つ
な
が

る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
目
玉
施

策
と
位
置
付
け
た
が
、
一
部
の

マ
ス
ク
に
不
良
品
が
見
つ
か
っ

た
上
、
効
果
を
疑
問
視
す
る

声
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
」
と
や
ゆ
さ
れ
た
。

官邸に入る安倍首相＝26日午前 （共同） 秋
元
議
員
へ
の
贈
賄
認
め
る

前
観
光
会
社
会
長
、旅
行
招
待

　
【
共
同
】
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ

Ｒ
）
事
業
を
巡
る
汚
職
事
件

で
、
衆
院
議
員
秋
元
司
容
疑

者
（
４
８
）
＝
収
賄
罪
で
起

訴
、
組
織
犯
罪
処
罰
法
違
反

容
疑
で
再
逮
捕
＝
に
対
す
る
贈

賄
罪
に
問
わ
れ
た「
加
森
観
光
」

（
札
幌
市
）
の
前
会
長
加
森

公
人
被
告（
７
７
）は
２
６
日
、

東
京
地
裁
（
丹
羽
敏
彦
裁
判

長
）
の
初
公
判
で
「
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
」
と
起
訴
内
容
を
認

め
た
。
被
告
は
北
海
道
留
寿

都
村
へ
の
旅
行
招
待
に
関
与
し

た
と
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｒ
汚
職
事
件
の
公
判

は
初
め
て
。
秋
元
議
員
は
中

国
企
業
「
５
０
０
ド
ッ
ト
コ

ム
」
側
か
ら
賄
賂
と
し
て
計

約
７
６
０
万
円
を
受
け
取
っ

た
と
さ
れ
、
２
６
日
午
後
に
は

「
５
０
０
」
社
の
元
顧
問
の
紺

野
昌
彦
被
告
（
４
８
）、
仲
里

勝
憲
被
告
（
４
８
）
の
初
公

判
が
開
か
れ
る
。

　

起
訴
状
に
よ
る
と
、
加
森

被
告
は
「
５
０
０
」
社
側
と

共
謀
し
て
２
０
１
８
年
２
月

１
０
〜
１
３
日
、
秋
元
議
員

と
家
族
を
留
寿
都
村
に
招
待

し
、
航
空
運
賃
や
宿
泊
代
な

ど
計
約
７
６
万
円
相
当
を
負

担
し
た
と
し
て
い
る
。

　

検
察
側
は
冒
頭
陳
述
で
「
Ｉ

Ｒ
を
誘
致
し
て
海
外
の
富
裕
層

を
呼
び
込
む
た
め
、
空
港
の
建

設
を
秋
元
議
員
に
要
望
し
た
」

と
指
摘
。
夕
食
を
共
に
し
た
秋

元
議
員
か
ら
「
Ｉ
Ｒ
を
留
寿

都
村
に
持
っ
て
く
る
努
力
を
し

な
く
て
は
」
と
伝
え
ら
れ
た
と

述
べ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、弁
護
側
は「
秋

元
議
員
に
具
体
的
に
何
か
を

頼
も
う
と
い
う
意
図
は
な
く
、

贈
賄
の
意
思
は
非
常
に
弱
か
っ

た
」
と
反
論
。「
５
０
０
」
社

が
主
導
し
、
加
森
被
告
は
従

属
的
な
立
場
だ
っ
た
と
し
た
。

　
加
森
被
告
は
被
告
人
質
問
で

「『
５
０
０
』
社
に
完
全
に
だ

ま
さ
れ
た
。（
秋
元
議
員
の
会

食
の
費
用
負
担
が
）
賄
賂
に
当

た
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
認

識
が
甘
く
反
省
し
て
い
る
」
と

話
し
た
。

　

事
件
で
は
他
に
、
秋
元
議
員

の
元
政
策
秘
書
豊
嶋
晃
弘
被
告

（
４
１
）
が
収
賄
罪
で
在
宅
起

訴
さ
れ
、「
５
０
０
」
社
元
副

社
長
の
鄭
希
被
告
（
３
８
）
も

贈
賄
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
地
検
特
捜
部
は

２
０
日
、
支
援
者
の
会
社
役

員
ら
と
共
謀
し
て
紺
野
被

告
に
虚
偽
証
言
を
依
頼
し
、

報
酬
の
提
供
を
持
ち
掛
け

コ
ロ
ナ
で
認
知
症
悪
化
４
割

広
島
大
調
査　
外
出
自
粛
影
響

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
外

出
自
粛
な
ど
生
活
の
変
化
で
、

認
知
症
の
人
へ
の
影
響
を
担

当
す
る
介
護
従
事
者
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
認
知
機
能
の
低

下
な
ど
症
状
が
悪
化
し
て
い

た
こ
と
が
２
６
日
、
広
島
大

な
ど
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
医

療
・
介
護
施
設
で
は
３
９
％
、

在
宅
介
護
で
は
３
８
％
が
認

知
症
の
人
に
「
影
響
が
出
た
」

と
答
え
た
。

　

施
設
入
所
の
人
は
外
出
や

面
会
を
制
限
さ
れ
、
妄
想
や

う
つ
気
味
の
症
状
が
出
た
り
、

認
知
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ

た
り
す
る
人
が
多
か
っ
た
。
在

宅
の
人
は
体
を
動
か
す
時
間

や
他
者
と
触
れ
合
う
時
間
が

減
少
し
、
認
知
機
能
や
着
替

え
な
ど
の
日
常
生
活
動
作
が

衰
え
た
。
特
に
認
知
症
の
症

状
が
重
い
人
ほ
ど
影
響
が
大

き
か
っ
た
。

　

調
査
を
行
っ
た
広
島
大
の
石

井
伸
弥
教
授
（
老
年
医
学
）
は

「
外
出
自
粛
や
面
会
制
限
な

ど
の
感
染
予
防
策
で
悪
影
響

が
生
じ
て
い
た
」
と
指
摘
。
状

態
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は

「
介
護
施
設
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

や
ガ
ラ
ス
越
し
の
面
会
が
一
定

の
効
果
が
あ
る
ほ
か
、
在
宅
の

人
は
運
動
や
栄
養
に
気
を
付

け
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
し
て

い
る
。

　

調
査
は
広
島
大
と
日
本
老

年
医
学
会
が
６
〜
７
月
、
医

療
や
介
護
の
団
体
を
通
じ

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実

施
。
感
染
が
拡
大
し
た
２
〜

６
月
の
高
齢
者
の
様
子
を
聞

き
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な

ど
９
４
５
施
設
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
７
５
１
人
か
ら
回
答

を
得
た
。

東
京
国
際
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
外
観
＝
２
６
日
午
後
、
東
京
・

お
台
場 （
共
同
） 

ア
や
そ
れ
に
続
く
デ
ン
マ
ー
ク

な
ど
と
比
べ
、
日
本
で
の
存
在

感
は
大
き
く
な
い
。

　

１
９
年
２
月
発
効
の
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
、
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ

な
ど
を
含
む
ソ
フ
ト
系
チ
ー
ズ

に
、
低
関
税
率
を
適
用
す
る
一

定
の
輸
入
枠
を
設
定
。
枠
内

分
の
関
税
は
段
階
的
に
下
げ
、

１
６
年
目
に
な
く
す
。
１
９
年

度
は
低
関
税
率
の
対
象
と
な

る
Ｅ
Ｕ
産
チ
ー
ズ
の
輸
入
枠
が

２
万
６
０
０
ト
ン
で
、
実
際
に

低
い
税
率
が
適
用
さ
れ
た
の
は

５
８
％
の
１
万
１
８
５
８
ト
ン

に
と
ど
ま
っ
た
。

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染
者
集

団
）
が
発
生
し
た
場
合
、
鳥

取
県
知
事
が
独
自
に
施
設
名

を
公
表
し
、
使
用
停
止
を
勧

告
で
き
る
と
し
た
条
例
が
２
５

日
の
県
議
会
本
会
議
で
、
全
会

一
致
で
可
決
、
成
立
し
た
。
県

に
よ
る
と
、
全
国
初
の
取
り
組

み
。
９
月
１
日
施
行
。

　

都
道
府
県
知
事
は
新
型
コ

ロ
ナ
特
措
法
に
基
づ
き
、
施

設
名
の
公
表
を
伴
う
休
業
要

請
が
可
能
だ
が
、
緊
急
事
態

宣
言
の
対
象
地
域
で
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
平
井
伸
治

知
事
は
迅
速
な
対
応
が
必
要

だ
と
し
「
条
例
で
ク
ラ
ス
タ
ー

対
策
に
取
り
組
む
」
と
の
意

向
を
示
し
て
い
た
。

　

条
例
で
は
、
５
人
以
上
の

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
、
感
染

拡
大
の
恐
れ
が
あ
れ
ば
、
知

事
は
施
設
名
と
対
策
状
況
な

ど
を
公
表
す
る
と
規
定
。
施

設
側
が
全
利
用
者
ら
に
個
別

連
絡
し
た
場
合
は
対
象
外
と

し
た
。
施
設
側
は
直
ち
に
全

部
か
一
部
の
使
用
を
停
止
し
疫

学
調
査
に
協
力
す
る
他
、
感

染
防
止
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
わ
な
い
場
合
は

ク
ラ
ス
タ
ー
条
例
成
立

全
国
初　
施
設
公
表
、営
業
停
止
勧
告
も

鳥取県

客
席
に
は
朝
取
れ
カ
レ
イ

東
北
新
幹
線
で
産
地
直
送

　
【
共
同
】
新
幹
線
の
客
席
に

座
る
の
は
乗
客
で
な
く
、
水

揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
魚
―
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
東
北
新
幹

線
の
客
席
に
鮮
魚
を
詰
め
た
ト

ロ
箱
を
積
み
込
み
、
東
京
駅

に
直
送
す
る
実
証
実
験
を
始

め
た
。
こ
れ
ま
で
生
鮮
品
を

新
幹
線
で
運
ん
だ
例
は
あ
っ
た

が
、
積
む
場
所
が
車
内
販
売

の
ワ
ゴ
ン
置
き
場
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
利
用
者
が
減
っ

て
お
り
、
客
席
の
有
効
活
用

策
と
し
て
実
施
を
決
め
た
。

　

２
６
日
午
前
、
仙
台
駅

で
出
発
を
待
つ
「
や
ま
び
こ

１
３
６
号
」
の
１
号
車
に
は
、

座
席
１
０
席
分
の
ス
ペ
ー
ス
に

汚
れ
防
止
と
保
冷
を
兼
ね
た

青
い
ケ
ー
ス
が
置
か
れ
た
。
宮

城
県
石
巻
市
で
朝
に
水
揚
げ

で
「
勧
告
」
に
修
正
さ
れ
た
。

施
設
名
の
公
表
規
定
に
つ
い
て

も
「
影
響
が
大
き
い
」
と
の
懸

念
が
あ
り
、
対
策
状
況
も
併

せ
て
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

施
設
側
に
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

の
責
任
が
な
い
と
認
め
れ
ば
、

休
業
協
力
金
を
給
付
す
る
。

感
染
し
た
患
者
や
家
族
の
誹

謗
中
傷
被
害
に
は
支
援
措
置

を
講
じ
る
と
し
た
。

さ
れ
た
カ
レ
イ
や
タ
イ
、
ホ
ヤ

な
ど
が
入
っ
た
計
２
０
箱
の
ト

ロ
箱
が
車
内
に
運
び
込
ま
れ
る

と
、
ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
た
。

　

約
２
時
間
で
東
京
駅
に
到

着
。
午
後
、駅
ナ
カ
の
す
し
店
の

ネ
タ
に
な
る
と
客
か
ら
注
文
が

東北新幹線の客席に設置された汚れ防止
と保冷を兼ねた青いケース。鮮魚を詰め
たトロ箱が収められている＝26日 （共同） 

殺
到
し
た
。
東
京

都
渋
谷
区
の
公
務

員
古
橋
佳
澄
さ
ん

（
４
７
）
は「
食
感

が
良
く
て
と
て
も

お
い
し
い
。
客
席

で
運
ば
れ
た
魚
だ

と
思
う
と
ぜ
い
た

く
な
気
分
」
と
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　

実
験
は
２
８

日
ま
で
の
３
日

間
。
Ｊ
Ｒ
東
の

担
当
者
は
「
渋
滞
と
無
縁
で

素
早
く
届
く
と
い
う
新
幹
線

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が

ら
、
ニ
ー
ズ
や
実
用
性
を
検

証
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

は
未
定
だ
。

　

都
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
ド
ラ

マ
な
ど
の
撮
影
で
の
活
用
も
模

索
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的

に
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
開
業

後
は
市
民
も
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

に
入
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

担
当
者
は
「
開
放
的
な
デ
ッ
キ

や
建
物
を
楽
し
む
形
で
来
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

た
と
し
て
、
組
織
犯
罪
処

罰
法
違
反
（
証
人
等
買
収
）

の
疑
い
で
秋
元
議
員
を
再

逮
捕
し
た
。

４
百
人
関
与
４
億
円
受
給
か

汚
職
事
件



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。月　　 日（日）から　 　月　　 日（土）まで

月日 火 水 木 金 土9月 6日

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　

23

00 ニュース
15 NHK のど自慢

00 ニュース
05 新・BS 日本のうた

2:35 趣味の園芸 京も一日
陽だまり屋

40 みちたん 5min ～大好
き・東北～

45 うちなーであそぼ
50 BS ニュース
00 PREMIUM SELECTIONS

00 BS1 スペシャル 「あの
とき、タクシーに乗っ
て～新型コロナ・緊急
事態宣言の東京」

50 ミニ番組
00 PREMIUM SELECTIONS

30 みいつけた！さん

00 ニュース ( 二 )
05 ミミクリーズ
15 コレナンデ サンデー
25 基礎英語 0 ～世界エイ

ゴミッション～
35 E ダンスアカデミー

00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 ダーウィンが来た！

00 大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」

45 ニュース・気象情報
00 NHK スペシャル

49 ワールドウェザー

50 ニュース・気象情報
55 これでわかった！世界

のいま

11:32 ミニ番組
35 サンデースポーツ 2020

12:35 NHK のど自慢 ( 再 )

13;50 ETV 特集 「雪冤（せ
つえん）～ひで子と早
智子の歳月」

15:20 BS ニュース
30 将棋フォーカス

00 囲碁フォーカス
30 立川志らくの演芸図鑑

00 大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」 ( 再 )

45 さわやか自然百景(再 )

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 未定
15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 【ドラマ 10】ディア・ペ

イシェント～（8）(再 )
50 プロフェッショナル 仕

事の流儀 ( 再 )
23:35 エール 古関裕而の

応援歌
42 きょうの料理ビギナー

ズ ( 再 )
47 きょうの料理…(再 )
52 きょうの料理…(再 )
57 ワールドウェザー

00 ニュース

20 うまいッ！

45 未定 ( 再 )

00 新日本風土記 ( 再 )

00 COOL JAPAN ～発掘！
かっこいいニッポン～

45 Doki Doki ! NHK ワー
ルド JAPAN

50 5 分で「麒麟がくる」
55 名曲アルバム
00 BS ニュース
10 みんなのうた
15 ガールズクラフト (再)
20 猫のしっぽ カエルの手
49 ワールドウェザー
50 ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50 BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！

25 すイエんサー

50 アニメ ねこねこ日本史
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 鶴瓶の家族に乾杯

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 逆転人生
45 【ストーリーズ】

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020

12:10 ワールドウェザー
53 ミニ番組
55 みんなのうた ( 再 )
00 サイエンス ZERO
30 ガイロク（街録）

00 あの日 わたしは～証言
記録 東日本大震災～

05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 きょうの料理ビギナー

ズ
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日

(再 )
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 にっぽん百名山
00 ごごナマ ( 再 )

55 ミニ番組
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 未定
15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 鶴瓶の家族に乾杯 (再)

23:17 ドキュメント 72 時
間 ( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース

20 BENTO EXPO

45 未定 ( 再 )

00 趣味どきっ！
25 NHK 短歌

50 おもてなし 即レス英会
話

00 世界にいいね！つぶや
き英語

25 J-MELO ( 英 )

55 名曲アルバム
00 BS ニュース
10 みんなのうた
15 まる得マガジン ( 再 )
20 すくすく子育て
49 ワールドウェザー
50 ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50 BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！

25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

30 サラメシ
57 うたコン
8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 プロフェッショナル 仕

事の流儀

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 先人たちの底力 知恵泉

（ちえいず）
58 ミニ番組
00 みんなのうた ( 再 )
05 グレーテルのかまど

00 あの日 わたしは～証言
記録 東日本大震災～

05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 きょうの料理ビギナー

ズ
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日 

( 再 )
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 イッピン
00 ごごナマ ( 再 )

55 ミニ番組
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 未定
15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 うたコン ( 再 )

50 歴史秘話ヒストリア 
( 再 )

23:35 みちたん 5min ～大
好き・東北～

40 うちなーであそぼ
48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース

20 世界ふれあい街歩き 
ちょっとお散歩

35 ミニ番組
45 未定 ( 再 )

00 趣味どきっ！
25 NHK 俳句

50 おもてなし 即レス英会
話

00 テレビで中国語

25 Asia Insight ( 二 )

55 名曲アルバム
00 BS ニュース
10 みんなのうた
15 まる得マガジン ( 再 )
20 ウワサの保護者会
44 楽ラクワンポイント介護
49 ワールドウェザー
50 ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50 BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11 えいごであそぼ with Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！

25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 ガッテン！
8:15 サンドのお風呂いただ

きます
42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 クローズアップ現代＋
30 歴史秘話ヒストリア

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020

12:10 ワールドウェザー
15 又吉直樹のヘウレー

カ！
00 ふらっとあの街 旅ラン

10 キロ

00 あの日 わたしは～証言
記録 東日本大震災～

05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 きょうの料理
50 きょうの料理ビギナー

ズ
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日(再)
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 ダーウィンが来た！ (再)
58 ミニ番組
00 ごごナマ ( 再 )

55 ミニ番組
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 未定
15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ガッテン！ ( 再 )

50 サンドのお風呂いただ
きます ( 再 )

23:17 立川志らくの演芸図
鑑 ( 再 )

48 視点 ･論点
58 ワールドウェザー

00 ニュース

20 サラメシ ( 再 )

45 未定 ( 再 )

00 趣味どきっ！
25 趣味の園芸

50 おもてなし 即レス英会
話

00 旅するスペイン語

25 Journeys in Japan (二)

55 名曲アルバム
00 BS ニュース
10 みんなのうた
15 まる得マガジン ( 再 )
20 Core Kyoto ( 二 )
48 ワールドウェザー
50 ごごナマ
4:45 ピタゴラスイッチミニ
50 BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！

25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 所さん！大変ですよ
57 ネ ー ミ ン グ バ ラ エ

ティー 日本人のおなま
えっ！

8:42 ミニ番組
45 まいにちスクスク
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )
00 クローズアップ現代＋

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 【プレミアムドラマ】す

ぐ死ぬんだから （3）
13:05 5 分で「麒麟（きりん）

がくる」 ( 再 )
10 あしたも晴れ！人生レ

シピ
55 みんなのうた ( 再 )
00 あの日 わたしは～
05 みんなの体操 ( 再 )
10 きょうの健康
25 BENTO EXPO ( 再 )
48 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN ( 再 )
53 ミニ番組
55 まる得マガジン
00 ニュースきょう一日

(再 )
15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 ニッポンぶらり鉄道旅
00 ごごナマ ( 再 )

55 ミニ番組
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

00 未定
15 あさイチ

21:55 みんなの体操
00 ニュース・気象情報
05 ネ ー ミ ン グ バ ラ エ

ティー 日本人のおなま
えっ！ ( 再 )

50 【プレミアムドラマ】す
ぐ死ぬんだから（3）(再 )

23:40 5 分で「麒麟（きりん）
がくる」 ( 再 )

48 チコちゃんに叱られ
る！チコっとだけスペ
シャル ( 再 )

58 ワールドウェザー

00 ニュース
20 きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？ (再)
33 ミニ番組
38 趣味の園芸 京も一日陽

だまり屋 ( 再 )
45 未定 ( 再 )
00 チョイス＠病気になっ

たとき ( 再 )
45 エール 古関裕而の応援

歌 ( 再 )
50 おもてなし 即レス英会話
00 旅するフランス語

25 T r a i l s t o O i s h i i 
Tokyo ( 二 )

55 名曲アルバム
00 BS ニュース
10 みんなのうた ( 再 )
15 まる得マガジン ( 再 )
50 ごごナマ

4:45 ピタゴラスイッチミニ
50 BS ニュース
5:01 にほんごであそぼ
11 えいごであそぼ with 

Orton
21 いないいないばあっ！
36 おかあさんといっしょ
00 ニュース シブ5時(二)
10 みいつけた！

25 天才てれびくん hello,

59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース 7 ( 二 )
30 首都圏情報 ネタドリ！
57 チコちゃんに叱られ

る！
8:42 ミニ番組
45 ガールズクラフト
50 デザインあ 5 分版
57 ワールドウェザー
00 ニュースウオッチ 9 

( 二 )

00 【ドラマ 10】ディア・ペ
イシェント～絆のカル
テ～ （9）

45 ドキュメント 72 時間

11:15 ニュースきょう一日
30 国際報道 2020
12:10 ワールドウェザー
15 にっぽん縦断 こころ旅 

プレイバック とうちゃ
こ

13:13 ミニ番組
15 新日本風土記

14:15 チョイス＠病気に
なったとき

00 ニュースきょう一日 
( 再 )

15 時論公論
25 ワールドウェザー
30 美の壺
00 ごごナマ ( 再 )

55 ミニ番組
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 みいつけた！ ( 再 )
39 コレナンデ商会
49 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59 ワールドウェザー
00 NHK ニュース おはよう

日本

19:59 ワールドウェザー
00 未定
15 チコちゃんに叱られ

る！ ( 再 )

00 週刊まるわかりニュー
ス

30 NHK スペシャル ( 再 )

22:20 NHKスペシャル (再)

23:10 ブラタモリ ( 再 )

57 ワールドウェザー

00 ニュース
15 バラエティー生活笑百

科

40 浮世絵 EDO-LIFE
45 未定 ( 再 )

00 ニュース
05 大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」 ( 再 )

50 PREMIUM SELECTIONS

3:50 BS ニュース
00 又吉直樹のヘウレー

カ！ ( 再 )
43 ミニ番組
45 デザインあ ( 再 )

00 PREMIUM SELECTIONS

30 おかあさんといっしょ
54 みんなのうた ( 再 )
00 ニュース ( 二 )
05 ピタゴラスイッチ
20 アニメ 少年アシベ 

GO ！ GO ！ゴマちゃん
30 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
55 ノージーのひらめき工

房 ミニ
00 NHK ニュース 7 ( 二 )

8:45 ミニ番組

9:49 ワールドウェザー
50 ミニ番組
00 浮世絵 EDO-LIFE ( 再 )
05 Doki Doki ! NHK ワー

ルド JAPAN ( 再 )
10 有田 Pおもてなす
45 きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？
58 ミニ番組
00 SONGS
30 【よるドラ】彼女が成仏

できない理由＜新＞（1）
00 ニュース・気象情報
05 シブヤノオト
35 ミニ番組
40 サタデースポーツ

00 うまいッ！ ( 再 )

23 ミニ番組
25 みんなのうた ( 再 )
30 BS ニュース
40 日本の話芸

15:10 にっぽんの芸能

16:05 世界ふれあい街歩き 
ちょっとお散歩 ( 再 )

20 ミニ番組
23 ミニ番組
28 ミニ番組
30 【ストーリーズ】 ( 再 )
00 おかあさんといっしょ 

( 再 )
24 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29 ノージーのひらめき工房
44 デザインあ
59 ワールドウェザー
00 ニュース
10 目撃！にっぽん
45 N スペ 5min.
50 テレビ体操
00 おはよう日本
45 さわやか自然百景
59 ワールドウェザー
00 小さな旅
25 サラメシ ( 再 )
53 ミニ番組
57 気象情報
00 日曜討論

00 ニュース・気象情報
05 明日へ つなげよう

55 みんなのうた
00 ザ少年倶楽部

59 ワールドウェザー

☆番組の内容は 3面に記載
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